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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

　

市
で
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
、
公
園

や
街
路
、
造
園
業
者
な
ど
か
ら
発
生
す

る
剪
定
枝
を
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
図
る
と
共
に
、
良
質
な
チ
ッ

プ
を
生
産
し
、
農
家
を
中
心
に
土
壌
改

良
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
剪
定
枝

の
資
源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
処
理
は
主
に
造
園
業
者
が
搬

入
し
た
剪
定
枝
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一

般
家
庭
か
ら
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
し

て
出
さ
れ
る
剪
定
枝
（
一
回
に
二
束
ま

で
無
料
回
収
）
は
焼
却
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
こ
の
剪
定
枝
も
資
源
化

す
る
た
め
、
現
在
の
処
理
能
力
を
倍
増

し
、
「
燃
や
さ
ず
」
「
埋
め
立
て
ず
」

「
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
重
点
目
標
と
し
た
新
施
設
を

小
野
路
町
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
剪
定
枝
を
破
砕
、

発
酵
、
熟
成
と
い
う
全
工
程
を
屋
内
で

行
い
、
脱
臭
設
備
を
設
け
臭
気
を
外
へ

出
さ
な
い
な
ど
、
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
施
設
と
し
て
設
計
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
剪
定
枝
チ
ッ
プ
を
５
か
月

間
の
発
酵
、
熟
成
期
間
を
設
け
、
良
質

の
「
土
壌
改
良
材
」
を
農
家
等
に
提
供

す
る
予
定
で
す
。

　

施
設
の
概
要
、
処
理
工
程
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◎
施
設
の
概
要

年
間
処
理
量　

３
０
０
０
㌧
／
年

（仮称）（仮称）

剪定枝資源化センター 剪 定枝資源化センター
せん

建設について建設について

□問 清掃総務課11７９７・７１１２

日
処
理
量　
　

㌧
／
日

１０

処
理
日
数　

３
０
０
日
／
年

建
設
場
所　

町
田
市
小
野
路
町

　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
３
２
番
１
外

敷
地
面
積　

５
５
８
６
㎡

建
築
面
積　

２
９
９
３
㎡

建
物
構
造　

鉄
骨
造
、
一
部
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造　

平
屋
建
て
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（
仮
称
）剪
定
枝�

資
源
化
セ
ン
タ
ー�

剪定枝資源化センター処理工程�

②搬入された剪定枝は、破砕機
棟内の「受入貯留ヤード」にお
ろされ、バックフォーで「一次
破砕機」に投入されます。�

①搬入時にトラックスケールで
計量をします。剪定枝をおろし
たあと、再計量して、その差が
搬入量となります。�

③「一次破砕機」で約２０～２５ミ
リに荒挽きし、磁選機、風力選
別機で鉄類や石等を取り除き、
「膨潤機」に投入されます。�

④「膨潤機」で約１０ミリのチッ
プにします。チップは隣接する
発酵分解棟の「発酵槽」（３槽
あります）に送られます。�

⑤「発酵槽」は、雨水を利用した散水設備で含水
量を調節しながら、「攪拌機」で攪拌し、後方に
送る仕組みとなっています。ここで１～２か月間
発酵をさせます。発酵が終わると「熟成槽」（４
槽あります）に送ります。�

⑥「熟成槽」で約３か月間熟成さ
せ、「土壌改良材」として搬出さ
れます。�
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搬入車両�
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発酵槽�熟成槽�ショベルローダー�
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かくはん�

１２月定例会を開催します
本会議・委員会を下表のとおり開催します。開会時間は午前１０時です。ただし、１２月１日は午後１時です。
 □問 議会事務局11７２４・２５５０

本会議・常任委員会日程
内　　　容曜　　日日月

本会議（提案理由説明）金１

１２

本会議（一般質問）水６
本会議（一般質問）木７
本会議（一般質問）金８
本会議（一般質問）月１１
本会議（質疑）火１２
文教生活常任委員会・都市環境常任委員会水１３
企画総務常任委員会・保健福祉常任委員会木１４
常任委員会予備日金１５
本会議（表決）金２２

議 会 を 傍 聴 し ま し ょ う

市 議 会 の う ご き

　

町
田
市
に
は
、
２
８
４
３
人
（
２
０

０
６
年
４
月
１
日
現
在
）
の
職
員
が
市

民
生
活
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

（
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
土
木
な
ど
）

で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
職
員

の
給
与
や
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
や
国
、
他

の
地
方
公
共
団
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
、
市
議
会
の
議
決
を
受
け
、
条

例
で
定
め
て
い
ま
す
。
市
職
員
に
支
払

主な職種別の職員の平均年収比較表
平　均　年　齢平均年収（円）人　　数（人）職　　　種
４２歳８月７７２万１，３３７一般事務
４４歳７月８０９万３１６技術職
４０歳５月６５９万１２５保育士
４１歳２月１，２８６万５８医師・歯科医師
３５歳７月６２５万３４７保健師・看護師等
４５歳１０月８１７万１４６自動車運転
４４歳６月７８３万１１４一般作業
４７歳４月７２５万１２９給食調理
５０歳８月７８４万１０６一般用務

※平均年収は、２００５年度の決算額をもとに、２００５年４月１日の職員数により算出しています。
　平均年収には、給料、諸手当（地域手当、管理職手当、扶養手当、時間外手当、住居手当など）及び期末
・勤勉手当を合計したものです。退職手当は、含みません。

わ
れ
る
給
与
に
は
、
毎
月
支
給
さ
れ
る

給
料
及
び
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通

勤
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外
勤

務
手
当
等
と
民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に

あ
た
る
期
末
・
勤
勉
手
当
と
が
あ
り
ま

す
。

　

町
田
市
で
は
昨
年
か
ら
給
与
等
の
状

況
に
あ
わ
せ
て
、
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
給
与
の

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
職
員

の
採
用
と
退
職
状
況
、
勤
務
条
件
、
福

利
厚
生
等
の
広
範
に
わ
た
る
職
員
の
人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
事
務
（
平
均
年
齢　

歳
４２

８
月
）
の
平
均
年
収
は
７
７
０
万
円
で

す
が
、
そ
の
他
主
な
職
種
別
職
員
の
平

均
年
収
は
、
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

市
職
員
の
退
職
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手

当
の
状
況
に
つ
い
て
は
２
面
及
び
３
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
務
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

公
表
様
式
に
よ
る
「
町
田
市
の
給
与
・

定
員
管
理
等
に
つ
い
て
」
に
関
し
て

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
下

さ
い
。

一
般
事
務
の
平
均
年
収
７
７
０
万
円�

職
員
課
　
７
２
２
・
３
１
１
１�

　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
８
１�

市
職
員
の
給
与
を

市
職
員
の
給
与
を�

　
　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す�

市
職
員
の
給
与
を

市
職
員
の
給
与
を�

　
　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す�

市
職
員
の
給
与
を�

　
　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す�
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２００６．　．　（　） １１ ２１２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

〈図２〉給与の種類とその内容

給
　
　
与�

給料表に定める額�給　　　料�

配偶者１４，５００円、その他の親族９，５００円�扶 養 手 当 �
民間における賃金や物価等に関する事情を考慮して支給�
される手当で給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１２％�地 域 手 当 �

１５,７００円を限度に支給�住 居 手 当 �

交通機関利用者（電車、バス等）→運賃相当額�
通 勤 手 当 �

管理職手当など�そ　の　他�

危険、不快、不健康など特殊な業務に従事した場合に支給�特殊勤務手当�

時間外勤務手当など�そ　の　他�

賞与に相当する手当�期末・勤勉手当�

退職のとき支給される一時金�退 職 手 当 �

毎月きまって�
支給されるもの�

勤務した実績に�
応じて支給され�
るもの�

臨時に支給され�
るもの�

交通用具使用者（車、自転車等）→通勤距離に応じて支給�

※市長、助役、収入役については条例の定めにより退職手当及び扶養手当が支給されま
す。
※東京都及び国の給与等については東京都から通知のあった数値を使っ
ています ｡

〈表１０〉特別職の報酬等の状況

期　末　手　当報酬等の月額
（２００６年４月１日現在）区　　　　分

１．９０月分
２．０５月分
０．４５月分
４．４０月分

（２００５年度支給率）
２００５年６月期
２００５年１２月期
２００６年３月期

計　　　

（給料）
１，０６０，０００円
　９００，０００円
　８１０，０００円

市　　　　　長
助　　　　　役
収　　入　　役

２．２０月分
２．５０月分
０．５０月分
５．２０月分 

（２００５年度支給率）
２００５年６月期
２００５年１２月期
２００６年３月期

計　　　

（報酬）
　６４０，０００円
　５８０，０００円
　５５０，０００円

議　　　　　長
副　　議　　長
議　　　　　員

2005年度人事行政の
運営等の状況の公表

　町田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
に基づき、２００５年度の人事行政の運営等の状況につい
て公表します。

□問 職員課11７２２・３１１１（内線２２８１）

件　　数項　　目

０件勤務条件に関する措置
の要求

０件不利益処分についての
不服申立て

０件苦情処理

８　公平委員会の業務の状況
　公平委員会は、職員の勤務条件に関す
る措置の要求や不利益処分の審査など、
職員の権利利益の保護のため処分庁とは
異なる第三者機関・中立機関として設け
られています。
　２００５年度における東京都市公平委員会
の町田市に係る業務状況報告は、次のと
おりです。

７　職員の福祉及び利益の保護
の状況

（１）職員の保健に関する事項
　　　　　　　　　　　（２００５年度）

①主な健康診断の実施状況

人　　数種　　類

２,８４１人定期健康診断

３８６人胃検診

１,６５１人大腸検診

②健康相談の実施状況

延人数相談者

３８８人医　　師

２４０人カウンセラー

１,６２２人栄養士・保健師

件　　数種　　類

３９件公務災害

１０件通勤災害

（２）公務災害及び通勤災害の認定件数
　　　　　　　　　　　（２００５年度）

　職員の健康の保持増進のため健康診断
やそのフォロー等のため健康相談を実施
しています。

３，００８人
（２００５年４月１日現在）会員数

給付事業（慶弔費等）

事業
内容

健康体育事業
（スポーツ大会等）

文化教養事業（文化祭等）

福利厚生事業
（人間ドック利用補助等）

（３）町田市職員互助会に関する事項

　地方公務員法第４２条の規定に基づき、
市の条例により「町田市職員互助会」を
設置し、職員の健康増進、その他厚生に
関する事業を行っています。事業は、会
員の会費（給料月額の４／１０００：２００５年
度）と市の交付金（給料月額の４．８／
１０００：２００５年度）で運営されています。

（３）病気欠勤・介護欠勤・育児休業等の状況（２００５年度）

付与日数・期間等種　　　　類
必要な時間公民権の行使
必要日数骨髄移植休暇
１の年に５日までボランティア休暇
配偶者、父母、子１０日、祖父母、兄弟姉妹、おじおば７日等忌　　引
継続５日結婚休暇
連続する２日の範囲内生理休暇
妊娠２４週までは４週に１回、妊娠２４週を超えて３６週までは２週
に１回、妊娠３６週を超えて出産までは１週に１回妊婦通院休暇

４日の範囲内妊娠障害休暇
産前産後を通じ１６週間（多胎妊娠の場合は２４週間）の範囲内産前産後の休暇
出産前後３週間以内２日出産介護休暇
法定伝染病１疾病につき３日子看休暇
勤続１０年、２０年は３日、３０年は４日リフレッシュ休暇
年１回、２日以内人間ドック休暇
５日夏季休暇

（２）休暇制度の概要

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

休憩時間・休息時間
勤　務　時　間

終業時刻始業時刻勤務時間
１２時１５分から４５分間の休憩時間及び概ね４
時間の勤務時間ごとに１５分間の休息時間午後５時１５分午前８時３０分週４０時間

（１）勤務時間・休憩時間・休息時間の状況
　職員の勤務時間については、条例等により次のように定めています。ただし、業務
上必要があると認める場合などは、異なる勤務時間が割り振られることがあります。

　職員に付与される年次休暇は、年２０日となっています。
　年次休暇以外の休暇等については、次のようなものがあります。

（３）病気欠勤・介護欠勤・育児休業等の状況（２００５年度）

育児休業介護欠勤病気欠勤
８４名１名１９１名

２　職員の給与の状況
（１）職員給与費の状況（２００５年度決算額）　　（職員数は、２００５年４月１日現在）

職員手当（地域手当、管理職手当、扶養手当など）には、退職手当は、含みません。

一人当たりの
給与費

（Ｂ）／（Ａ）
計（Ｂ）期末・勤勉

手当職員手当給　料職員数
（Ａ）区　分

７６７万円１３９億７，５０５万円３４億９，０３０万円２６億１，６７７万円７８億６，７９８万円１,８２１人一般事務・
一般技術職

６４０万円２８億８，１７１万円６億６，７４４万円６億２，３６４万円１５億９，０６３万円４５０人医　療　職
（医師等を除く）

７７１万円４１億４，６４５万円１０億５，７５８万円６億９，９２２万円２３億８，９６５万円５３８人技能労務職

１　職員の任免及び職員数に関する状況

①職種別採用者数
４８人一般事務
１人一般技術
３人技能労務職
４人保育士
１人児童厚生員
１人栄養士
３０人医師・歯科医師
８人医療技術職
３人保健師
３人助産師
２７人看護師
１２９人合　計

②職種別退職者数
３４人一般事務
７人一般技術
３１人技能労務職
３人保育士
０人児童厚生員
０人栄養士
２２人医師・歯科医師
６人医療技術職
１人保健師
０人助産師
２１人看護師
１２５人合　計

③事由別退職者数
４１人定年退職
２３人勧奨退職
６１人普通退職
１２５人合　　計

（１）任免の状況

２００５年度２００６年度
２,８６７人２,８４３人常勤職員
　 ８４人　 ６５人再任用職員

（２）職員数に関する状況
（各年度４月１日現在）

　２００５年度における新規採用者数並びに職種別及び事由別退職者数は、次のとおりです。

　職員数には、東京都から地方自治法により町田市に派遣されている職員及び公益法人
派遣法により派遣している職員並びに市費負担の指導主事等を含み、南多摩斎場組合な
どの一部事務組合への派遣者などは除いています。

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
（２００５年度）

件　　数種　　類
１件免　　職
３件停　　職
０件減　　給
４件戒　　告

（２）懲戒処分

件　　数種　　類
１２０件病気休職
 １件刑事休職

（１）分限処分

　分限処分とは、公務の能率の維持並び
に適正な運営の確保という観点から行わ
れる処分で地方公務員法第２８条に規定さ
れているものです。
　懲戒処分とは、職員の非違行為に対し
て、職場の秩序維持・回復することを目
的として行われる処分で地方公務員法第
２９条に規定されているものです。

件　　数種　　類
３３３件営利企業等の従事許可

５　職員の服務の状況
（２００５年度）

　職員は、全体の奉仕者であり、職務専
念義務を負うことから、任命権者の許可
がある場合を除いて、営利を目的とする
私企業等への従事は禁止されています。

（うち国勢調査関連２９８件）

６　職員の研修及び勤務成績の
　　評定の状況（２００５年度）

　常に時代のニーズを正確にとらえる視
点を持ち、高い専門的知識と人間性豊か
な判断力・行動力をもって課題に取り組
み、市民の納得・共感・信頼を得る行政
のプロフェッショナルを育成するため、
職員に対する研修を計画的に実施してい
ます。

備　　考修了者数研修の
種類

職層研修・実務・
専門研修等１,５９２人独自研修

東京都市町村研修
所・東京都職員研
修所・大学院等へ
派遣

　７２３人派遣研修

人　　数種　類
１１５人条件付採用
３４５人昇　　任
６５５人特別昇給

（２）勤務評定の実施状況
　職員の勤務評定は、条件付採用の判
定、主任、係長、管理職選考等の合否の
判定並びに昇給の短縮措置（特別昇給）
の判定などの際に、職務業績、職務遂行
能力、職務態度等について実施していま
す。

（１）職員の研修の状況
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〈図１〉職員の構成　職員数２，８４３人　　　　（２００６年４月１日現在）

（注）①一般行政職とは他の職種に属さないすべての職員（事務・技術等）
　　　②税務職とは税務部の職員及び市民部国保年金課の保険税担当職員
　　　③福祉職とは保育園等の保育士及び学童保育に勤務する児童厚生員
　　　④医療職とは市民病院等に勤務する医師、看護師、薬剤師等 
　　　⑤技能労務職とは自動車運転手、用務員、作業員、給食調理員等
　　　⑥教育公務員とは学校教育部指導課に勤務する指導主事
　　　⑦職員数は「地方公務員給与実態調査」による

教育公務員�
３人　０．１％�

一般行政職一般行政職�
１４９９人　人　５２．７％�
一般行政職�
１４９９人　５２．７％�

税務職�
１６７人�
５．９％�

福祉職�
１５０人�
５．３％�

医療職�
５２１人�
１８．３％�

技能労務職�
５０３人�
１７．７％�

市市市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員ののののののののののののの

給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与等等等等等等等等等等等等等ののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況
町田市職員の給与等の

状況についてお知らせします
　詳細は、町田市ホームページ（「市の取り組み」→「行政経営・その
他に関する取り組み」）に掲載しております。
お問い合わせは、職員課（11７２２・３１１１内線２２８１、6７２４・１１７４）へ。

〈表１〉一般行政職の級別職員数の状況　　　　（２００６年４月１日現在）

計

１級２級３級４級５級６級７級８級９級区　　　分

係員主任係長・
主査

課長
補佐主幹課長・

副参事部長標準的な職務

１４９９人
（２０）２人１６人４００人４０８人

（２０）４６２人３１人４９人９５人３６人職　員　数

１００．０％
（１００．０）０．１％１．１％２６．７％２７．２％

（１００．０）３０．８％２．１％３．３％６．３％２．４％構　成　比

１００．０%
（１００．０）０．１％１．７％２９．６％２２．９％

（１００．０）３２．８％１．７％２．７％６．１％２．５％１年前の
構成比参　

　

考 １００．０%３６．９％１８．０％３４．６％２．１％６．１％２．３％５年前の
構成比

（注）①町田市職員の初任給・昇格及び昇給等の基準に関する規則に基づく給料表の級区
分による職員数です。②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
職名です。③（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外数です。④２００４年１０月
に給料表の切替を行い、職務に応ずる給料級が６級制から９級制に変わったため、
５年前の構成比に関しては標準的な職務に対応した欄に各々の数値を掲載していま
す。

〈表２〉人件費の状況（２００５年度普通会計決算）

（参考）２００４年
度の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出総額（Ａ）住民基本台帳

人　　　　口

２１．３％２０．１％２２６億２，３６２万円２５億８，３９４万円１，１２８億４，６２０万円（２００６年　　　３月３１日現在）
４０５，１４２人

（注）①人件費とは、一般職員に支給される給与と市長や議員など特別職の給料・報酬・
手当などの経費の合計です。②普通会計とは、一般会計をもとに特別会計と調整し
て得られる統計上の会計です。

〈表３〉職員給与費の状況（２００６年度普通会計予算）

給　　　　　与　　　　　費

計その他の手当期末・勤勉手当給　　　料

１６９億６，０４０万円３０億３，５８９万円４３億２，０４８万円９６億４０３万円

（注）①給与費は、人件費から議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費、退職
手当などを除いたものです。②「その他の手当」のうち主なものは、扶養手当３億
３，２４１万円、地域手当１２億９７２万円、時間外勤務手当７億８，９３２万円などです。

〈表５〉平均給料月額などの状況　　　　　　　（２００６年４月１日現在）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職
区　　　　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４７．６歳３７６，３４４円４３．１０歳３６８，８１０円町　田　市

４７．０歳３３３，５２６円４３．６歳３６１，５５７円東　京　都

〈表４〉初任給の状況　　　　　　　　　　　　（２００６年４月１日現在）

国東　　　京　　　都町　　　田　　　市

区　分 ２年経過後の
給 料 月 額初任給２年経過後の

給 料 月 額初任給２年経過後の
給 料 月 額初任給

１９６，２００円

１８２，２００円

Ⅰ種
　１７９，２００円
Ⅱ種
　１７０，２００円

２０３，２００円１７９，２００円２０３，２００円１７９，２００円大学卒

１４６，７００円１３８，４００円１５３，０００円１４４，０００円１５３，０００円１４４，０００円高校卒

（注）経験年数：学校卒業後ただちに市職員に採用された者は ､その在職年数をいい ､そ
の他の職員については、それぞれ前歴等の年数を一定の基準により在職年数として
換算し、あわせて市職員に採用後の在職年数を加算したものです ｡

〈表６〉経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（２００６年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　　分

３８６，５５４円３３６，４４８円２７４，８４４円大　学　卒
一 般 行 政 職

３３９，５３８円２８５，３１４円２３７，４００円高　校　卒

３１８，９５０円２８２，２００円２３７，８００円全　学　歴技 能 労 務 職

〈表７〉昇給期間短縮の状況

教　育
公務員

技　能
労務職医療職福祉職税務職一　般

行政職合計区　　　　分

３人５０３人５２１人１５０人１６７人１，４９９人２，８４３人職員数　　　　　（Ａ）

２００５年度 ０人１７６人１２１人５４人５９人５３１人９４１人
普通昇給期間（１２月～
２４月）を短縮して昇給
した職員数（Ｂ）

０．０%３５．０％２３．２％３６．０％３５．３％３５．４％３３．１％比率　　　　（Ｂ／Ａ）

２人５３８人５０８人１５３人１６７人１，４９９人２，８６７人職員数　　　　　（Ａ）

２００４年度 ０人１１８人１００人２７人１４人２５８人５１７人
普通昇給期間（１２月～
２４月）を短縮して昇給
した職員数（Ｂ）

０．０%２１．９％１９．７％１７．６％８．４％１７．２％１８．０％比率　　　　（Ｂ／Ａ）

（注）職員数は各年度４月１日現在です ｡

〈表９〉退職手当の状況　　　　　　　　　　　（２００６年４月１日現在）

国東　　　京　　　都町　　　田　　　市区　　　分

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

３０．５５月分２３．５０月分３５．００月分２４．２５月分３５．００月分２６．００月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５０月分４５．５０月分３２．５０月分４７．００月分３５．５０月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分５９．２０月分４９．７５月分５９．２０月分４９．７５月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分５９．２０月分５０．００月分５９．２０月分５０．００月分最高限度

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）加算措置

１号俸（整理退職等）１号給（公務上の死亡）１号給（整理退職等）退職時
特別昇給

〈表８〉期末・勤勉手当の状況

（注）①東京都及び国については ､一般職員の例です ｡②（　）内は、再任用職員に係る
支給割合です ｡

国東　　　京　　　都町　　　田　　　市区　　　分

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当２００５年度支給率

０．７２５月分
（０．３５月分）

１．４０月分
（０．７５月分）

０．４７５月分
（０．２７５）月分

１．６０月分
（０．７５月分）

０．６０月分
（０．３０月分）

１．３０月分
（０．６５月分）

２００５年６月期　

０．７２５月分
（０．４０）月分

１．６０月分
（０．８５月分）

０．４７５月分
（０．２７５）月分

１．６５月分
（０．９５月分）

０．５０月分
（０．３０月分）

１．５５月分
（０．８０月分）

２００５年１２月期　

　―　月分　―　月分
　―　月分

　―　月分０．２５月分
（０．１０月分）

　―　月分０．４１月分
（０．２１）月分

２００６年３月期　

１．４５月分
（０．７５月分）

３．００月分
（１．６０月分）

０．９５月分
（０．５５月分）

３．５０月分
（１．８０月分）

１．１０月分
（０．６０月分）

３．２６月分
（１．６６月分）

計

０．７２５月分
（０．３５月分）

１．４０月分
（０．７５月分）

０．４７５月分
（０．２７５）月分

１．６０月分
（０．７５月分）

０．６０月分
（０．３０月分）

１．３０月分
（０．６５月分）

２００６年６月期　

有有有職務段階による加算
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過
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

で
、
ご
み
有
料
化
前
の
２
０
０
４
年
度

　

月
か
ら
２
０
０
５
年
度
９
月
ま
で
の

１０一
年
間
と
比
べ
て
、
ご
み
総
量
で
は　
１７

・
６
％
の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ン
・
カ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
資
源
物
の
回
収
総
量
は
、
５
・
２
％

　

市
で
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
に
出
さ
れ
て
い
る
ご
み

が
ル
ー
ル
ど
お
り
に
出
さ
れ
て
い
る
か

を
、
戸
建
住
宅
、
団
地
、
集
合
住
宅
の

各
地
域
で
２
０
０
６
年
８
月
に
調
査
し

ま
し
た
（
円
グ
ラ
フ
参
照
）
。

燃
や
せ
る
ご
み

　

調
査
の
結
果
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

の
中
に
は
再
資
源
化
で
き
る
紙
類
が
、

２
月
の
調
査
と
比
べ
て
１
・
６
％
減
少

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
８
％
混
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
量
は
、
現
在
市
が
「
古

紙
」
の
区
分
で
資
源
と
し
て
週
１
回
分

別
回
収
し
て
い
る
量
の
約
半
分
で
、
そ

の
す
べ
て
が
燃
や
さ
れ
、
灰
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
の
調
査
で
は　

・
２
％

１６

あ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が　

・
７
％

２１

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

燃
や
せ
な
い
ご
み

　

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
中
に
は
再

資
源
化
で
き
る
ビ
ン
・
カ
ン
類
が
、
重

量
比
で
８
・
５
％
も
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
ル
ー
ル
違
反
ご
み
は
２
月
の
調
査

結
果
と
比
べ
る
と　

・
９
％
か
ら　

・

１７

１２

６
％
と
５
・
３
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
今
ま
で
以
上
に
分
別
の
徹
底

を
計
り
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

燃やせるごみ組成調査�

燃やせないごみ組成調査�

その他�
８．０％�

木・草類�
９．３％�

ルール違反�
１．１％�

紙類�
９．１％�

資源に�
できる紙�
８．１％�

プラスチック�
２１．７％�

生ごみ�
４２．０％�

その他�
８．０％�

金属類�
１１．３％�

陶磁器類�
８．７％�

小型家電�
１２．４％�

ルール違反�
１２．６％�

プラスチック�
３９．３％�

排出容器�
０．７％�

ガラス類�
７．０％�

排出容器�
０．７％�

１２，０００�

１０，０００�

８，０００�

６，０００�

４，０００�

２，０００�

０�
３�２�１� ６�５�４� ９�

月�
８�７�１２�１１�１０�

７，８６５�
６，６６５�

７，５４７�
８，２０６�７，８７１�７，４８８�

８，８５５�
７，３５８�

８，７９１�
９，３６６�９，４９４�９，２４２�

７，８２０�
８，５１６�

８，７１５�８，６３３�８，９１１�
７，５５８�

１１，２４０�
１０，２１２�１０，０５８�９，８６９�９，９２３�

９，３３０�

２００５年～２００６年�

２００４年～２００５年�

燃やせるごみ量（年度別）� 単位：トン�

３，５００�

３，０００�

２，５００�

２，０００�

１，５００�

１，０００�

５００�

０�
３�２�１� ６�５�４� ９�

月�
８�７�１２�１１�１０�

４７１�４１３�４１３�５３０�３６５�３２０�

７１２�
５２５�６２０�

８７９�６９５�６３５�

５８０�５７１�
５２１�５２６�５８８�５４３�

２，８８４�

１，０３９�

８５６�８３５�８９２�８１０�

燃やせないごみ量（年度別）� 単位：トン�

２，５００�

２，０００�

１，５００�

１，０００�

５００�

０�
３�２�１� ６�５�４� ９�

月�
８�７�１２�１１�１０�

２，０５８�

１，５０８�
１，８０４�

２，１１９�
１，８４３�

１，６９５�

１，７５７�

１，３４１�

１，７６４�
１，８１１�１，８０６�

１，５８０�
１，８２９�

１，９２４�１，８４６�１，８６９�１，９５０�
１，７１１�

２，１６９�

１，９２０�
１，８２７�

１，６１７�１，７３７�１，７２６�

資源物量（年度別）� 単位：トン�

ごみの有料化開始後、
２月に続き８月にも　
組成調査を行いました

燃やせるごみの中に８％以上の
再資源化できる「紙類」が混入

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
総
量
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
資
源

物
が
混
入
さ
れ
て
お
り
、
資
源
物
の
分

別
を
徹
底
す
れ
ば
、
さ
ら
に
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
成
果
を
継
続
し
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

家
庭
及
び
小
規
模
事
業
所
か
ら
で
る

燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
量
は　

・
９
％

２２

減
量
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
清
掃
工
場
へ
の
燃
や
せ
る

ご
み
の
持
込
量
が
２
・
３
％
増
加
し
た

た
め
、
全
体
で
は
差
し
引
き　

・
８
％

１５

の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
、
有
料
化
前
の

８
・
９
月
に
前
年
比
約
５
倍
の
駆
け
込

み
排
出
が
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
で
、
２

０
０
４
年　

月
か
ら
２
０
０
５
年
９
月

１０

ま
で
と
比
べ
て　

・
７
％
の
減
量
と
な

４８

り
ま
し
た
。
粗
大
ご
み
は
８
・
５
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
源
物
で
は
、
有
料
化
実
施

と
同
時
に
始
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

集
積
所
収
集
に
よ
り
、
回
収
量
が
前
年

比
２
・
３
倍
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

資
源
の
総
量
で
は
、
５
・
２
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

ご
み
有
料
化
後
一
年
が
経
過

ご
み
の
総
量
が　

・
６
％
減

１７

環
境
先
進
都
市
を
目
指
し
て 

よ
り
一
層
の
ご
み
減
量
を

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

ごみ処理�
経費　７０億８，４９７万円�
処理量　１４万４，２４５㌧�

焼却減少量　１０万５，０９５㌧�

有害ごみ等　４８９㌧�

東京たま広域資源循環組合等�
負担金　８億６，６９０万円�
(埋立処分量)　１万３，０９９㌧�

(その他の処理による灰１３６㌧含)

地域資源回収�
経費　１億１，２７８万円�
資源化量　１万２，２３４㌧�

資源化量�
２万５，９７２㌧�

施設内資源化量�
３，９７０㌧�

剪定枝資源化事業委託料�
３，２９２万円�

資源化量　１，１４１㌧�

粗大ごみ等リサイクル事業委託料�
２億３，２９２万円�
資源化量　７９４㌧�

ビン・カン収集処理委託料�
３億２，５９２万円�

資源化量　５，００３㌧�

古紙等資源物収集委託料�
１億１，８３１万円�

資源化量　１万５，０３１㌧�

廃家電品等資源化料�
２８０万円�

資源化量　３３㌧�

せん�

中間処理経費�
３０億４，６９９万円�収集経費�

２３億６，２６１万円�

最終処分経費�
１１億５，２７６万円�

発生抑制経費�
５億２，２６１万円�

平成１７年度ごみ処理過程別経費

年間１人当りのごみ処理経費…１７，３４６円
年間１世帯当りのごみ処理経費…４１，９６５円
年間１トン当りのごみ処理経費…４９，１４５円

※ごみ処理経費の算出は、歳入額控除前の金額を使用しています。
（平成１７年１０月１日現在　人口４０８，４４１人　世帯１６８，８３０世帯）

指定袋作成費�
１億６，５０８万７，１０２円�

指定袋配送費�
２，７４３万５，７２６円�

販売委託費�
５，３３０万２，２６６円�

啓発パンフレット
印刷費�

１，５５８万９，８２２円�

有料化冊子�
個別配布費�
７６０万９９５円�

生ごみ処理機購入補助�
１，２２０万５，４００円�

ペットボトル収集処理費�
５，４４０万２，０００円�

その他�
２，０５３万２，７１３円�

基金積立額�
５億３，２２１万５，０７６円�

平成１７年度 ごみ処理にはこれだけお金がかかっています

家庭ごみ処理手数料の活用

　ごみの有料化による平成１７年度（２００５年度）の手数
料収入（指定収集袋の販売料）は、８億８，８３７万１，１００
円でした。
　その内、指定袋作成費１億６，５０８万７，１０２円、販売委
託費５，３３０万２，２６６円などの必要経費３億５，６１５万６，０２４
円を差し引いた５億３，２２１万５，０７６円を町田市廃棄物減
量再資源化等推進整備基金に積み立てました。
　今後は、町田市廃棄物減量再資源化等推進整備基金
条例に基づき、次に掲げる目的のために使用する場合
に限り、その全部または一部を充当していく予定とな
っています。
１．廃棄物の発生を抑制し、または循環的な利用を推
進すること。
２．廃棄物の再使用、再利用等に必要な処理施設を整
備すること。
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「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター11７２５・８８０５

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た

め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ

て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、
昭
和　

年
（
１
９
４
８

２３

年
）　

月　

日
の
第
３
回
国
際
連
合
総

１２

１０

会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
国
連
は
こ
れ

を
記
念
し
て　

月　

日
を
「
人
権
デ

１２

１０

ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権

擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行

事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
毎
年　

月
４
日
か
ら　

日
ま

１２

１０

で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
そ
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
基
本
的
人
権
の

尊
重
啓
発
の
た
め
様
々
な
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る

人
々
の
意
識
は
今
な
お
社
会
に
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
家
庭
や
職
場
で
種
々
の

男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等

か
ら
の
暴
力
や
職
場
で
の
「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
な
ど
の
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
」
の
問
題
も
重
大
な

人
権
問
題
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
間
の
「
い
じ
め
」
は

依
然
と
し
て
多
発
し
て
お
り
、
教
師
に

よ
る
体
罰
等
の
問
題
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
虐
待
行
為
に
よ
り
、
子
ど
も

の
生
命
が
奪
わ
れ
る
等
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

社
会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
や
介

護
者
に
よ
る
虐
待
等
の
人
権
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
の
中
で
普

通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
に
と
い
う

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
、

完
全
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
車
い
す
で
の
乗
車
を
拒
否
さ
れ

た
り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ

れ
る
事
案
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
と
は
日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化

的
に
低
位
な
状
態
を
強
い
ら
れ
、
日
常

生
活
で
色
々
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
す

る
も
の
で
、
我
が
国
固
有
の
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。
現
在
で
も
結
婚
問
題
を

中
心
と
す
る
差
別
事
象
な
ど
は
後
を
絶

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
固
有
の
言
語
、

伝
統
的
な
儀
式
、
祭
事
や
多
く
の
口
承

文
学
（
ユ
ー
カ
ラ
）
な
ど
の
独
自
の
文

化
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
で
は
十

分
な
保
存
、
伝
承
が
図
ら
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
が

十
分
で
は
な
い
た
め
、
就
職
や
結
婚
な

ど
で
偏
見
や
差
別
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

国
際
化
時
代
を
反
映
し
て
在
留
外
国

人
も
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
言
語
、
宗

教
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
外
国
人

へ
の
就
労
差
別
や
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ

ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
飲
食
店
へ
の
入

店
拒
否
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感
染

症
に
か
か
っ
た
患
者
や
元
患
者
が
、
周

囲
の
人
々
の
誤
っ
た
偏
見
な
ど
に
よ

り
、
就
労
拒
否
や
職
場
解
雇
、
医
療
現

場
に
お
け
る
診
療
拒
否
や
無
断
検
診
な

ど
を
受
け
、
社
会
生
活
の
様
々
な
場
面

で
人
権
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

深
め
、
患
者
及
び
元
患
者
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
偏
見
や
差
別
を
な
く
す

上
で
必
要
不
可
欠
で
す
。

　　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
偏
見
に
は
根
強
い
も
の
が

あ
り
就
職
に
際
し
て
の
差
別
な
ど
の
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。
刑
を
終
え
て
出

所
し
た
人
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
円

滑
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
本
人
の

強
い
更
正
意
欲
と
あ
わ
せ
て
、
家
族
、

職
場
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。

　　

犯
罪
被
害
者
等
を
め
ぐ
る
問
題
と
し

て
は
、
興
味
本
位
の
噂
や
心
な
い
中
傷

に
よ
り
名
誉
が 
毀  
損 
さ
れ
た
り
私
生
活

き 

そ
ん

の
平
穏
が
侵
害
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
置
か
れ
た
状
況
や
負
担
の

重
さ
か
ら
、
泣
き
寝
入
り
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、

そ
の
匿
名
性
や
情
報
発
信
の
容
易
さ
か

ら
、
他
人
を 
誹  
謗 
中
傷
す
る
表
現
や
差

ひ 

ぼ
う

別
を
助
長
す
る
表
現
が
掲
載
さ
れ
る
な

ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
、
不
当

な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
偏
見
や
差
別
を

受
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

自
立
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
ホ
ー
ム

レ
ス
と
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

人
々
が
多
数
存
在
す
る
一
方
、
地
域
社

会
と
の
あ
つ
れ
き
が
生
じ
る
な
ど
、
ホ

ー
ム
レ
ス
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
レ
ス

に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や
暴
行
事
件
な
ど

の
人
権
侵
害
等
の
問
題
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

性
同
一
性
障
が
い
で
あ
っ
て
一
定
の

条
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
性

別
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
審
判
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
、
性
同
一
性
障
が
い

を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成　

年
に
拉
致
被
害
者
５
人
の
帰

１４

国
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
被

害
者
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
北
朝
鮮
当

局
か
ら
納
得
の
い
く
情
報
提
供
は
な

く
、
安
否
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　

手
話
を
交
え
た
素
晴
ら
し
い
歌
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
２
日
（
土
）
午
後
１
時

１２

〜
３
時　

分
（
午
後
０
時　

分
開
場
）

４０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

ホ
ー
ル

○
内
容
・
講
師　

講
演
と
歌
「
手
話
と

私
と
歌
」
手
話
歌
手
・
中
山
朋
子
氏
／

野
津
田
高
校
手
話
部
に
よ
る
手
話
ダ
ン

ス
＆
コ
ー
ラ
ス

○
定
員　

１
８
８
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
、
電

１１

２６

話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
４
・
５
６
５
６
）
へ
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
「
人
権
を
考
え
る
つ

ど
い
参
加
希
望
」
と
書
き
、
氏
名
・
電

話
番
号
・
入
場
希
望
者
数
を
明
記
し
て

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
6
７
２
４

・
５
６
０
０
、
Ｅ
メ
ー
ル5656

@
m

a
c
h
id
a
.c
a
ll

‐ce
n
te
r
.jp

）
へ
。

１
度
に
３
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。　
１１

月　

日
以
降
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

２７
せ
は
福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１

３
３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
。

　

人
権
週
間
に
伴
い
、
東
京
都
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
に
よ
る
弁
護
士

法
律
相
談
「
夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月
８
日
（
金
）
午
後
５
時

１２

〜
８
時

○
相
談
時
間　
　

分
程
度

１０

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
番
号　

11　

・
５
８

０３

０
８
・
３
１
１
５
〜
６

□問
 

（
財
）
東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

11　

・
３
８
７
１
・
０
２
１
２
、
町
田

０３
市
福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３
３
　

今
年
度
上
半
期
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
、
１
８
１
６
件
で
し
た
。

　

昨
年
度
に
比
較
し
て
ハ
ガ
キ
に
よ
る

不
当
請
求
の
相
談
が
減
少
し
た
の
で
サ

ラ
金
に
関
す
る
相
談
が
１
位
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
に
比
べ
る
と
全
体
の
相
談

件
数
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
複
雑

な
内
容
で
あ
っ
せ
ん
解
決
に
時
間
が
か

か
る
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
変
わ

ら
ず
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を

見
て
い
た
ら
、
突
然
「
登
録
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
高

額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談

は
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
相
談

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

フ
リ
ー
ロ
ー
ン
・
サ
ラ
金

　

サ
ラ
金
の
相
談
は
「
返
済
の
た
め
に

他
の
サ
ラ
金
か
ら
借
り
る
こ
と
を
繰
り

返
し
、
借
金
が
膨
ら
ん
で
返
済
で
き
な

い
」
と
い
う
も
の
や
「
お
金
を
貸
す
と

携
帯
に
電
話
が
あ
り
、
個
人
情
報
を
教

え
て
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
１
万
円
し

か
借
り
て
い
な
い
の
に
、
す
で
に
７
万

円
も
返
済
し
て
い
て
ま
だ
利
息
を
払
え

と
脅
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
ヤ
ミ
金
の

相
談
が
目
立
ち
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は

債
務
整
理
・
自
己
破
産
・
民
事
再
生
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
弁
護
士
会
の
サ

ラ
金
相
談
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
協
会
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ヤ
ミ
金
は
貸
金
業
法
違
反
な
の
で

警
視
庁
に
相
談
す
る
よ
う
助
言
し
ま

す
。
貸
金
業
法
と
利
息
制
限
法
の
利
息

の
差
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
社
会
問

題
に
な
り
、
利
息
制
限
法
の
上
限
金
利

に
そ
ろ
え
る
方
向
で
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
法
律
の
行
方
を
見
守
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

不
当
請
求
・
架
空
請
求

　

昨
年
よ
り
は
減
少
し
た
と
い
っ
て
も

相
談
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
９
月

に
な
っ
て
か
ら
ま
た
ハ
ガ
キ
に
よ
る
不

当
請
求
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
商

品
の
購
入
代
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
る

の
で
訴
訟
を
起
こ
す
、
訴
訟
を
取
り
下

げ
て
欲
し
け
れ
ば
連
絡
を
す
る
よ
う

に
」
と
い
う
内
容
で
す
。
電
話
を
か
け

る
と
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
た
め
の
費
用

を
請
求
さ
れ
ま
す
。
身
に
覚
え
が
な
け

れ
ば
決
し
て
連
絡
を
し
な
い
で
下
さ

い
。
連
絡
を
す
る
と
個
人
情
報
を
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
不
当
請
求

も
確
認
画
面
が
な
い
場
合
や
身
に
覚
え

が
な
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
架
空
請
求
で
あ
っ
て
も
、
裁

判
所
か
ら
の
正
式
な
通
知
（
支
払
い
督

促
・
小
額
訴
訟
な
ど
）
の
場
合
は
適
切

に
対
応
し
な
い
と
相
手
の
請
求
が
認
め

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　

街
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
」

な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
営
業
所
な
ど
に

連
れ
て
行
か
れ
て
高
額
な
補
正
下
着
や

化
粧
品
・
健
康
食
品
な
ど
を
契
約
さ
せ

ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
若
い
女
性
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
た
か
も

友
達
で
あ
る
か
の
よ
う
に
親
し
く
な
り

次
々
に
断
り
き
れ
ず
契
約
を
し
て
し
ま

い
、
支
払
い
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
宝
石
の
展
示
会
に
誘
わ
れ
た
り
、
美

容
整
形
外
科
を
紹
介
さ
れ
高
額
な
契
約

を
繰
り
返
し
自
己
破
産
に
な
っ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
も
の

か
、
支
払
い
が
で
き
る
の
か
冷
静
に
判

断
し
て
下
さ
い
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
が
で
き

ま
す
。

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
返
還

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退

去
す
る
と
き
に
敷
金
を
返
し
て
く
れ
な

い
と
い
う
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。
契
約

書
面
の
特
約
条
項
が
「
畳
・
ク
ロ
ス
の

張
替
え
や
鍵
の
取
替
え
ま
で
借
主
が
負

担
す
る
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
特
約

条
項
そ
の
も
の
が
消
費
者
契
約
法
の
不

当
条
項
に
当
た
り
無
効
で
あ
る
と
の
判

例
が
一
般
的
で
す
。
借
主
に
は
善
意
の

管
理
者
た
る
注
意
義
務
が
あ
る
の
で
、

故
意
過
失
で
つ
け
た
汚
れ
に
つ
い
て
は

修
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
で
は
国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
自
分
の
負
担
す
る
範
囲
を
判

断
し
、
交
渉
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま

す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
室
へ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る

ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売

・
電
話
勧
誘
な
ど
で
契
約
し
た
と
き
に

は
契
約
し
た
日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
無
条
件
解
除
が
で
き
ま

す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
販
売
方
法
や
契
約
書
面
に
問

題
が
あ
れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
下
さ

い
。

　

今
だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け

と
い
う
よ
う
な
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。
急
が
せ
る
契
約
に
は
ご
用
心
で

す
。

　

相
談
は
専
用
電
話
11
７
２
２
・
０
０

０
１
（
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）
へ
。

４月～９月の
相談件数推移

件数月

 ２９４４

 ３０９５

 ３０７６

 ２７９７

 ２９９８

 ３２８９

１８１６合計

２００６年度上半期消費生活相談件数上位１０位（商品・サービス別）
件数内　　　容順位
２０１フリーローン・サラ金１
１３４オンライン情報サービス（主に不当請求）２
１３４電話情報サービス（主に不当請求）３
１１０商品一般（主に不当請求）４
 ９２賃貸アパート・借家５
 ７７住宅関連工事６
 ３９自動車７
 ３８生命保険８
 ３４預貯金・証券等９
 ３１新聞１０

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

性
同
一
性
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

障
が
い
の
あ
る
人
の

完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

２
０
０
６
年
度
上
半
期

消
費
生
活
相
談
の
概
要

消
費
生
活
相
談
の
概
要

人権を人権を
考える　考える
つどい　　つどい

「「講講演演とと歌歌」」
中山朋子氏

夜
間
人
権
電
話

夜
間
人
権
電
話（（
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

を

　
　
　
　
　
　
　

を
開
設
し
ま
す

開
設
し
ま
す

第

回
人
権
週
間

第　

回
人
権
週
間

５８５８
育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

育
て
よ
う 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

――
思思
いい
やや
りり
のの
心心
・・
かか
けけ
がが
ええ
のの
なな
いい
命命
をを
大大
切切
にに
――

１２月４日
　　

～

　　１０日

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に

対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う



２００６．　．　 （　）１１ ２１ ７２００６．　．　 （　）１１ ２１ ７

ご
協
力
を 
佐
呂
間
町
竜
巻
災
害
義
援
金

□問
 

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

11　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３

０３

口
座
番
号
＝
0
2
7
7
0－

8－ 　

（　

月
８
日
ま
で
）

30
１２

口
座
名
義
＝
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部 
※
郵
便
局
か
ら
送
金
し
て
下
さ
い

市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

太
陽
と

緑
の

ま
つ
り

―

農

業

祭

―

 １２月のＢＣＧ予防接種のご案内 □問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期日会　場

ＢＣＧ
予防接種

持ち物
（母子手帳、
予診票）

３か月～
６か月
未満の
子ども

午前１０時　　
　～１１時３０分

５日
（火）

鶴 川 市 民
セ ン タ ー

８日
（金）

小 山 市 民
セ ン タ ー

午前１０時　　
　～１１時３０分
午後１時３０分
～３時　

１４日
（木）

健 康 福 祉
会 館

１２月の母子健康案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場事業名

快適なマタニティ
ライフのために１日目

１６～２５
週の妊
婦

午後１時３０分
～４時　

１日（金）

健康福祉会館

もうすぐママ・
パパのための　
ぷれぴよクラス
（母親学級）

－４日間コース－
（申し込み制）

妊娠中の日常生活
と保育、妊婦体操
（実習）

２日目８日（金）

歯の衛生、生活と
栄養３日目１５日（金）

もく浴法、呼吸法
（実習）４日目午前１０時～　

午後０時３０分１６日（土）

離乳食の進め方のお話と
試食

４～５
か月児

午前９時５５分
　～１１時４５分
受付
午前９時３０分
から

４日（月）
または
２７日（水）

初
期

健康福祉会館
離乳食講習会

（申し込み制） 離乳食後期のお話と試
食、歯の話

８～９
か月児

２２日
（金）

後
期

身長・体重測定、保育相
談、栄養相談、母性相
談、家族計画の相談

２か月
児～就
学前

受付
午前９時４５分
　～１１時３０分
午後１時３０分
～３時　

４、１１、１８、
２５日（月）健康福祉会館

乳幼児母性相談
８日（金）子どもセンターばあん
７日（木）鶴 川 分 館
２０日（水）健康相談室　忠生
１３日（水）堺市民センター

予
防
接
種

【
口
か
ら
見
た
子
育
て
】

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。 

○
日
時　
　

月
９
日
（
土
）
午
後
２
時

１２

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
内
容　

子
育
て
に
際
し
、
口
を
通
し

て
み
ら
れ
る
様
々
な
社
会
現
象
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す
。

○
講
師　

東
北
大
学
大
学
院
口
腔
保
健

発
育
学
講
座
助
教
授
・
岩
倉
政
城
氏

○
定
員　

２
５
０
人

※
詳
細
は
赤
田
歯
科
医
院
（
11
７
２
５

・
２
６
３
６
）
へ
。

町
田
市
学
校
歯
科
医
会

講

演

会

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

糖
尿
病
は
食
事
や
生
活
に
気
を
つ
け

る
こ
と
で
十
分
自
己
管
理
も
で
き
ま

糖
尿
病
予
防
教
室

す
。
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

基
本
健
康
診
査
等
で
「
糖
尿

病
」
「
血
糖
値
が
高
い
」
等
の
指
摘
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前
９
時

１１

２７

　

分
〜
正
午

５０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

病
気
か
＝
保
健
師
、
試
食
、
食
事
療
法

の
基
本
と
食
品
交
換
表
に
つ
い
て
＝
栄

養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
持
ち
物　

基
本
健
診
等
の
結
果

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

○
対
象　

初
産
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
夫

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１２

１６

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

講
話
「
初
め
て
の
妊

娠
・
出
産
」
＝
町
田
産
婦
人
科
菜
の
花

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
町
田
利
正
氏
、
「
先
輩

パ
パ
・
マ
マ
の
話
」
＝
子
育
て
中
の
夫

両

親

学

級

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

　

は
じ
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
妊
娠
中
の

パ
パ
と
マ
マ
に
、
子
育
て
を
し
て
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
、

夫
婦
で
協
力
し
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象　

４
か
月
〜
１
歳
の
お
子
さ
ん

の
両
親

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
３
時

１２

１６

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

両
親
学
級

先
輩
パ
パ
・
マ
マ
募
集

【
「
健
康
で
長
生
き
楽
し
い
食
生
活
」

〜
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
〜
空
飛
ぶ

料
理
研
究
家
・
村
上
祥
子
が
来
る
】

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

食
の
大
切
さ
を
講
師
に
よ
る
手
軽
な

食
事
作
り
の
実
演
と
講
話
を
通
し
て
考

食
生
活
講
演
会

え
て
い
き
ま
す
。
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
朝

食
メ
ニ
ュ
ー
」
の
表
彰
式
も
行
い
ま

す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１２

１０

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

○
定
員　

２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　
　

月
５
日
ま
で
に
電
話

１２

で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

村上祥子氏

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時

１１

２７

か
ら

○
会
場　

す
み
れ
会
館
３
階
第
一
会
議

室※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町
田
市

障
が
い
福
祉
事
業
計
画

審

議

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
福

祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１
３
３
、

6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時

１１

２９

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
検
診
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
７
回
町
田
市
福
祉
有
償
運
送

運

営

協

議

会

　

現
在
、
各
行
政
機
関
で
は
、
自
宅
な

ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
様
々
な
申
請
や
届

け
出
が
で
き
る
「
電
子
申
請
」
や
確
定

申
告
等
の
「
電
子
申
告
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
あ
ら
か
じ
め
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
入
手
し
、
そ
の

カ
ー
ド
に
「
電
子
証
明
書
」
の
付
与
を

受
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成　

年
１
月　

日
か
ら
始
ま
っ
た

１６

２９

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、
「
電
子

証
明
書
」
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
申
請
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
や
申

請
内
容
が
通
信
中
に
改
ざ
ん
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
証
明
で
き
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書

　

「
電
子
証
明
書
」
の
申
請
を
す
る
に

は
、
ま
ず
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
】

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
「
電
子

申
請
」
や
「
電
子
申
告
」
の
ほ
か
、
住

民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
（
町
田
市
以

外
の
市
町
村
で
の
、
本
人
や
同
一
世
帯

員
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
）
を
受
け

る
際
に
利
用
で
き
た
り
、
転
入
転
出
手

続
の
簡
素
化
の
特
例
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
顔
写
真

付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま

す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

に
は
、
市
民
課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
所
定
の
申
請
書
（
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
）
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

本
人
確
認
書
類
と
し
て
運
転
免
許
証
・

旅
券
・
年
金
手
帳
・
健
康
保
険
証
な
ど

の
コ
ピ
ー
を
一
緒
に
添
付
し
て
下
さ

い
。
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
方

は
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
の
写
真
を
一
緒

に
添
付
し
て
下
さ
い
。
申
請
受
付
後
、

カ
ー
ド
が
用
意
で
き
ま
し
た
ら
、
照
会

書
兼
回
答
書
を
送
付
し
ま
す
。
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
際
に
は
、
そ
の
回
答

者
と
本
人
確
認
書
類
の
原
本
を
申
請
者

ご
本
人
が
お
持
ち
下
さ
い
。

　

カ
ー
ド
の
受
取
場
所
は
市
民
課
と
各

市
民
セ
ン
タ
ー
（
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー

・
玉
川
学
園
文
化
セ
ン
タ
ー
・
駅
前
連

絡
所
は
除
く
）
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
の
方
は
市
民
課
を
選
択
し
て
下

さ
い
。

　

交
付
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

【
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
に

は
】

　

対
象
者
は
、
町
田
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
所

有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
と
官
公
庁
発
行
の
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
顔
写
真
付
き
の
様
式
の
場
合
は
不

要
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
の
市
民
課
へ
申
請
し
て
下
さ

い
。

　

電
子
証
明
書
は
３
年
間
有
効
で
す

が
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
無
効
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
発
行
手
数
料
は
５
０
０
円
で

す
。

◇

□問
 

市
民
課
住
民
記
録
係
11
７
２
４
・
２

１
２
３

　

市
で
は
、
多
様
化
し
て
い
る
保
育
ニ

ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
集
団

保
育
と
異
な
っ
た
少
人
数
で
、
地
域
に

密
着
し
た
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
家
庭
福
祉

員
を
募
集
し
ま
す
（
平
成　

年
４
月
１

１９

日
開
設
）
。

○
仕
事
の
内
容　

市
内
在
住
で
保
護
者

が
勤
め
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
保
育
に

あ
た
れ
な
い
家
庭
に
代
わ
っ
て
、
生
後

８
週
間
〜
３
歳
未
満
の
児
童
３
人
（
補

助
者
が
い
る
場
合
は
５
人
）
を
家
庭
で

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
育
時
間
は
原
則
と
し
て
、
午
前
７

時
〜
午
後
６
時
の
う
ち
の
８
時
間
で

す
。

○
応
募
者
の
資
格
要
件　

①
市
内
に
居

住
す
る
心
身
健
全
な　

〜　

歳
の
方
②

２５

６２

保
育
士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
教
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

し
、
か
つ
、
保
育
経
験
の
あ
る
方
③
現

在
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

な
い
方
④
育
児
専
用
室
と
し
て
、
面
積

９
・
９
m2
 

（
３
人
を
超
え
て
保
育
す
る

場
合
は
、
３
人
を
超
え
る
子
ど
も
１
人

に
つ
き
３
・
３
m2
 

を
加
算
し
た
面
積
）

以
上
の
通
風
採
光
及
び
換
気
の
状
況
が

よ
い
部
屋
を
１
階
に
有
す
る
こ
と
⑤
衛

生
的
な
調
理
設
備
や
電
話
が
あ
る
方

○
募
集
人
員　

２
人
（
立
地
条
件
な
ど

の
審
査
を
行
い
ま
す
）

○
保
育
料
及
び
補
助
金　

保
護
者
か
ら

の
保
育
料
＝
月
額
４
万
２
０
０
０
円

（
子
ど
も
１
人
あ
た
り
）
、
町
田
市
か

ら
の
補
助
金
＝
月
額
８
万
１
２
０
０
円

（
子
ど
も
１
人
あ
た
り
）

○
応
募
受
付　

希
望
者
を
対
象
に　

月
１２

８
日
午
前　

時
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
地

１０

下
１
階
特
別
会
議
室
（
大
）
で
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８

家
庭
福
祉
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
の
農
家
が
作
っ
た
自
慢
の
農
作

物
を
格
安
で
販
売
す
る
ほ
か
、
各
種
催

し
物
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１１

２６

〜
午
後
３
時

○
会
場　

野
津
田
公
園

【
農
産
物
品
評
会
】

〈
野
菜
・
花
の
部
〉

午
後
２
時
か
ら
即
売

ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、

バ
ラ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
ほ
か

〈
植
木
の
部
〉

午
前
９
時　

分
か
ら
展
示
即
売

３０

ツ
ゲ
、
モ
ッ
コ
ク
、
シ
ャ
ラ
ほ
か

【
生
産
者
に
よ
る
直
売
】

　

地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
、
卵
、
シ
イ

タ
ケ
、
植
木
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
模
擬
店
】

や
き
と
り
、
焼
き
そ
ば
、
と
ん
汁
ほ
か

【
催
し
物
】

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
太
陽
と
緑
の
ス
テ
ー
ジ

（
和
太
鼓
、
祭 
囃  
子 
）
、
わ
ら
・
竹
細

ば
や 

し

工
、
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
子

ど
も
動
物
園
ほ
か

※
生
産
者
直
売
、
模
擬
店
、
催
し
物
は

午
前
９
時　

分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

３０

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１１

り
場
ま
た
は
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル

先　

番
乗
り
場
か
ら
野
津
田
車
庫
行
き

２１
バ
ス
か
鶴
川
駅
０
番
乗
り
場
か
ら
野
津

田
車
庫
行
き
バ
ス
で
「
野
津
田
車
庫
」

下
車
、
徒
歩　

分
１０

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６
６

（
町
田
市
太
陽
と
緑
の
ま
つ
り
事
務

局
）

婦○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

　

「
こ
こ
ろ
み
農
園
」
で
は
、
お
正
月

の
飾
り
物
と
し
て
好
適
な
、
シ
イ
タ
ケ

の
「
ほ
た
木
」
を
販
売
し
ま
す
。

　

ほ
た
木
は
直
径　

㎝
、
長
さ　

㎝
で

１０

４０

台
が
付
き
、
立
て
て
置
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

○
価
格　

１
本
７
０
０
円

○
販
売
本
数　

２
０
０
本
（
１
人
１

本
、
抽
選
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日

１２

１３

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
こ
こ
ろ
み
農
園

（
〒　

－

０
０
７
４
、
山
崎
町
９
９

１９５

６
、
11
７
９
１
・
３
３
８
８
）
へ
。

※
抽
選
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

【
引
き
換
え
】

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時

１２

２８

１１

〜
午
後
３
時

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
正
面
玄

関
前

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
た
木
販
売
し
ま
す

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
た
木
販
売
し
ま
す

土・日曜日、祝日平　　日駐車場名

午前１０時～午後８時
午前９時～午後８時第１駐車場
午前８時～午後８時第２駐車場

利用できません
午前６時３０分～午後８時

第３駐車場
第４駐車場

午前６時３０分～
　　　　　午後８時第６駐車場

市
民
病
院�

町田街道�市民病院東�市民病院東�

救急入口�救急入口�

正面入口�正面入口�

▲
� ▲
�

▲
�

▲�

▲� ▲� ▲�

▲�

▲
�

南口�

スーパー�
市民病院前�町田市民�

病院入口�

市民病院前�

滝の沢�

ファミリー�
レストラン�

48台�30台�

72台�

20台�
第4駐車場�

第6駐車場�

第1駐車場

駐輪場�

駐輪場�

駐輪場�
2・3期工事�

建設地�

�

第2駐車場

第3駐車場�第3駐車場�

障がい者用�
5台�

市民病院駐車場案内図

市民病院市民病院からのからのお知らせお知らせ

正面玄関駐車場正面玄関駐車場がが
利用できません利用できません
□問 病院建設室11７２２・０６６１ 

　

市
民
病
院
で
は
、
増
改
築
工
事
に
伴

い
、
正
面
玄
関
の
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、　

月
１
日
か
ら
正
面

１２

玄
関
駐
車
場
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
車
で
の
来
院
の
際
は
、
近
隣
の
市

民
病
院
駐
車
場
（
第
１
〜
４
及
び
第
６

駐
車
場
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

駐車場利用時間

　

市
で
は
、
２
０
０
４
年
度
に
作
成
さ

れ
た
「
町
田
市
障
が
い
者
計
画
（
改
訂

版
）
」
の
進
捗
状
況
を
検
証
し
、
さ
ら

に
障
害
者
自
立
支
援
法
を
念
頭
に
お
い

て
見
直
し
を
行
い
、
「
町
田
市
障
が
い

者
計
画
（
第
３
次
）
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

計
画
書
は
、
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」
及
び
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」

（
中
町
分
庁
舎
１
階
、
11
７
２
４
・
８

４
０
７
）
で
販
売
（
１
部
２
０
０
円
）

し
て
い
ま
す
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７ 町
田
市
障
が
い
者
計
画
（
第
３
次
）

ご

覧

下

さ

い

【
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
】

　
　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高

６５
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
慢
性
疾
患

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
・ 

高
齢
者
火
災
安
全
シ
ス
テ
ム

等
に
よ
り
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に

あ
り
、
緊
急
時
に
外
部
と
の
連
絡
が
取

れ
ず
、
そ
の
際
に
慢
性
疾
患
等
の
た
め

に
早
急
な
医
療
処
置
を
必
要
と
す
る
方

に
対
し
て
専
用
機
器
を
貸
与
し
、
在
宅

生
活
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

方
式
は
①
消
防
庁
方
式
②
民
間
方
式

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
①
は
緊
急
時
に

ボ
タ
ン
を
押
す
と
消
防
署
に
連
絡
が
入

り
、
状
況
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
ご
自
分

で
依
頼
し
て
い
る
緊
急
通
報
協
力
員

（
最
低
１
人
登
録
し
て
下
さ
い
）
が
駆

け
つ
け
る
と
同
時
に
緊
急
車
両
が
急
行

し
ま
す
。
②
は
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押

す
と
民
間
受
信
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
入

り
、
近
く
を
走
行
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

が
駆
け
つ
け
る
と
同
時
に
状
況
に
よ
り

緊
急
車
両
が
急
行
し
ま
す
。

　

利
用
に
は
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
高
齢
者
火
災
安
全
シ
ス
テ
ム
】

　
　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高

６５
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
心
身
機
能

の
低
下
や
居
住
環
境
等
か
ら
防
火
の
配

慮
が
必
要
な
方
に
専
用
機
器
を
貸
与
・

給
付
し
、
火
災
の
防
止
や
迅
速
な
消
火

・
救
助
活
動
を
図
り
ま
す
。

　

火
災
発
生
時
に
室
内
の
煙
ま
た
は
熱

を
火
災
警
報
器
に
よ
り
感
知
し
、
室
内

と
外
部
に
警
報
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
る
と

同
時
に
、
消
防
署
に
自
動
通
報
し
て
緊

急
車
両
を
呼
び
消
火
活
動
等
を
行
い
ま

す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
消
防
庁
方
式
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
の
併
用
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

　

他
に
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
装

置
、
電
磁
調
理
器
の
各
単
品
給
付
も
あ

り
ま
す
。

　

利
用
に
は
そ
れ
ぞ
れ
費
用
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

　

詳
細
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高
齢
者
福
祉

課
（
11
７
２
４
・
２
１
４
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
７
年
６
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
ま
で
に
使

１２用
料
金
を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持

ち
に
な
り
、
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ

い
。

　

な
お
、
１
日
、
４
日
、
８
日
、　
１１

日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

１５

１８

２２

２５

２９

日
の
午
前
は
主
催
事
業
等
の
た
め
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
急
き
ょ
主
催
事
業

が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下

さ
い
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し
て
の

催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　

２
０
０
７
年
２
月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。　

月
３
日
（
日
）
午
前　

時
ま
で

１２

１０

に
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
３
日
、
４
日
、　

日
、　

日

１７

１８

は
主
催
事
業
等
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
平
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

ひ
な
た
村
利
用
予
約

◇

※
ひ
な
た
村
は
、
第
１
・
３
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

　

年
金
を
受
け
る
権
利
の
有
無
の
確
認

に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
誕
生
月
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る

現
況
届
の
提
出
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
が
、　

月
生
ま
れ
の
方
か
ら
住
民
基

１２

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
現
況
届
の
提
出
が

不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続
き
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
社
会
保
険
庁
に
届
け
出
さ
れ
て
い
る

住
所
が
住
民
票
上
の
住
所
と
異
な
る
場

合○
社
会
保
険
庁
に
住
所
変
更
等
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
場
合

○
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方
、
及

び
外
国
に
お
住
ま
い
の
場
合

　

新
た
な
現
況
届
に
は
、
住
民
票
コ
ー

ド
の
記
入
が
必
要
で
す
。
住
民
票
コ
ー

ド
は
、
平
成　

年
８
月
に
区
・
市
町
村

１４

長
か
ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す
通
知
票
で

確
認
し
て
下
さ
い
。
紛
失
し
た
方
は
、

住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
住
民
票
を

取
得
し
て
下
さ
い
（
１
通
３
０
０

円
）
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
住
民
票

は
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
家
族
の
み

請
求
で
き
ま
す
。
健
康
保
険
証
・
運
転

免
許
証
等
官
公
庁
発
行
の
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
に
な
り
、
市
民
課
ま
た
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
交
付
を
受
け
て
下
さ

い
。

　

ま
た
、
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
の
生
計
維
持
の
確
認
が
必
要

な
方
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」
、
障
害

の
程
度
の
確
認
が
必
要
な
方
は
「
診
断

書
」
の
提
出
が
引
き
続
き
必
要
と
な
り

ま
す
。 年

金
受
給
者
の
方
の

現
況
確
認
方
法
が

変

わ

り

ま

す

　

今
年
度
最
後
の
受
付
で
す
。

　

対
象
車
両
は
今
回
必
ず
申
請
し
て
下

さ
い
。

○
対
象　

初
年
度
登
録
が
平
成　

年
２

１２

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
の
長
期

１５

３１

規
制
車
両
（
型
式
が
Ｋ
Ｋ

－

等
）
で
、

車
両
総
重
量
が
３
・
５
t
超
（
都
内
登

録
車
両
に
限
る
）
の
も
の

※
粒
子
状
物
質
減
少
装
置
の
装
着
を
完

了
し
、
２
０
０
７
年
３
月
９
日
ま
で
に

実
績
報
告
が
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
初
年
度
登
録
が
平
成　

年
６
月　

日

１２

３０

ま
で
の
車
両
は
、
今
回
の
受
付
が
最
後

で
す
。

○
補
助
内
容　

装
着
経
費
の
２
分
の
１

（
１
台
あ
た
り
上
限
は
３
・
５
t
超
〜

８
t
以
下
が　

万
円
、
８
t
超
が　

万

１０

２０

円
）

○
申
し
込
み　

２
０
０
７
年
１
月　

日
３１

ま
で
に
直
接
、
東
京
都
環
境
局
規
制
課

（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
中
央
）
へ

１６

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
。

【
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
買
替
え
特
別
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
が
今
年
度
末
で
終
了
し

ま
す
】

　

買
い
替
え
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

◇

□問
 

東
京
都
環
境
局
自
動
車
公
害
対
策
部

規
制
課
・
補
助
担
当
11　

・
５
３
８
８

０３

・
３
５
２
９
、
融
資
担
当
11　

・
５
３

０３

８
８
・
３
５
３
５
、
町
田
市
環
境
保
全

課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制

補

助

金

受

付

　

市
が
施
行
し
て
い
る
忠
生
区
画
整
理

地
区
内
の
宅
地
（
保
留
地
）
を
販
売
し

ま
す
。

【
販
売
宅
地
（
保
留
地
）
の
概
要
】

町
田
市
宅
地（
保
留
地
）

販

売

し

ま

す

○
所
在
地　

木
曽
町
地
内

○
区
画
数　

１
区
画

○
面
積　

約
２
０
６
・　

m2
 １６

○
価
格　

３
０
９
２
万
４
千
円

※
詳
し
く
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
↓
「
住
ま
い
」

↓
「
宅
地
販
売
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　
　

月
４
日

１２

（
月
）
ま
で

○
申
込
用
紙
配
布
場
所　

市
役
所
本
庁

舎
１
階
市
民
相
談
室
前
、
区
画
整
理
課

○
申
込
受
付
期
間　
　

月　

日
（
火
）

１１

２８

〜　

月
４
日
（
月
）
午
前
８
時　

分
〜

１２

３０

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
申
込
受
付
場
所　

区
画
整
理
課
（
木

曽
庁
舎
２
階
）

※
郵
送
に
よ
る
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
公
開
抽
選
】

○
日
時　
　

月
６
日
（
水
）
午
前　

時

１２

１０

○
会
場　

木
曽
庁
舎
２
階
会
議
室

【
あ
な
た
の
こ
と
を
話
せ
る
場
所
あ
り

ま
す
か
？　

時
に
は
お
子
さ
ん
と
離
れ

て
ち
ょ
っ
ぴ
り
マ
イ
タ
イ
ム
…
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　
　

月
６
日
（
水
）
午
前　

時

１２

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
・
辻
野
恵
子
氏

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

【
移
転
前
】

町
田
市
民
ホ
ー
ル
横
（
森
野
２
丁
目
）

【
移
転
後
】

木
曽
保
管
場
所
（
木
曽
町
、
忠
生
高
校

か
ら
徒
歩
約
２
分
）

　

な
お
、
移
転
作
業
の
た
め
、　

月　
１１

２９

日
、　

日
は
保
管
場
所
の
業
務
を
停
止

３０

し
ま
す
。
保
管
自
転
車
等
の
返
還
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３
６

※第３・４駐車場は土・日曜日、
祝日は利用できません。

　

月
１
日
か
ら

１２
 

放
置
自
転
車
等

放
置
自
転
車
等

 

保
管
場
所
が

保
管
場
所
が

移
転
し
ま
す

移
転
し
ま
す

□問
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
11
０
５
７
０
・

　

・
１
１
６
５
、
町
田
市
国
保
年
金
課

０７11
７
２
４
・
２
１
２
７

□問
 

区
画
整
理
課
11
７
９
２
・
３
７
７
１
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月
５
日
（
火
）
＝
小
山
市
民
セ
ン
タ
ー

１２
　

月
７
日
（
木
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１２
　

月　

日
（
火
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

１２

１２

　

月　

日
（
木
）
＝
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

１２

１４

　

月　

日
（
木
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

１２

２１

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
出
張

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
南
市
民
セ

ン
タ
ー
は
、
工
事
の
た
め　

月
か
ら

１１

会
場
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

　

不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路
の

悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話

を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
11
７
９
２
・
６
５

４
６

出張
教育相談

　市では市政についての理解を深めていただくため、市内の町
内会・自治会、老人クラブ、その他の団体を対象に市内の公共
施設の見学を行っています。２０人以上の方（２６人まで）の参加
があれば申し込みを受け付けます。
○実施日　２００７年１月１７日～３月２９日の１２回（表１参照）
○集合・解散場所　団体の希望を伺います。
○見学コース　表２の基本コース①～④の中からひとつを選ん
で下さい。団体を決定後、表３の中から数施設を加えていただ
き、コースを完成させます。
○費用　無料（ただし、昼食代、有料の施設の入場料は各団体
に負担していただきます）
○申し込み　１１月２２日～１２月４日に電話で市民相談室（11７２４
・２１０２　直通）へ。結果は各団体の代表に連絡します。
※申し込みが重なった場合は新規参加団体を優先のうえ抽選と
なります。

※各団体とも、１年度１回の実施になります。既に今年度施設
見学を行っている団体は申し込みできません。

◎次回（２００７年４～６月実施分）の募集については、２００７年２
月ごろの本紙に掲載予定です。

表１　実施日

１７日（水）、２５日（木）、３１日（水）２００７年
１月

８日（木）、１４日（水）、２２日（木）、２８日（水）２月

８日（木）、１４日（水）、２２日（木）、２８日（水）、２９日（木）３月

表２　基本コース

①…リサイクル文化センターコース［美術工芸館～リサイクル文化セン
ター］

②…町田市民文学館ことばらんどコース［町田市民文学館ことばらんど
～国際版画美術館］

③…博物館コース［博物館・遺跡公園～ひなた村］
④…自由民権資料館コース［自由民権資料館～薬師池公園］

表３　その他の施設

成瀬クリーンセンター、鶴見川クリーンセンター、陸上競技場、総合体
育館、サン町田旭体育館、市立室内プール、芹ヶ谷公園、鶴間公園、忠
生公園、野津田公園、考古資料室、ふるさと農具館、子どもセンターば
あん、子どもセンターつるっこ、花の家、大賀 藕 

ぐう

 絲 館、リス園、ダリア
し

園、ふれあい桜館、大地沢青少年センターなど

町田市の施設を町田市の施設を
見学してみませんか見学してみませんか

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

【
落
ち
葉
の
い
ろ
い
ろ
】

○
日
時　
　

月
３
日
（
日
）
午
前
９
時

１２

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

忠
生
公
園

定
例
自
然
観
察
会

【
町
田
ゆ
か
り
の
文
学
に
親
し
む　
!!

連
続
講
座
】

　

開
館
記
念
展
「
こ
と
ば
の
森
の
住
人

た
ち－

町
田
ゆ
か
り
の
文
学
者
」
に
あ

わ
せ
て
、
連
続
講
座
を
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
行
い
ま
す
。

〈
第
１
回　

八
木
義
�
を
め
ぐ
っ
て

「
文
学
の
鬼
を
志
望
す
」
〉

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時

１２

１７

〜
４
時

○
講
師　

文
芸
編
集
者
・
根
本
昌
夫
氏

〈
第
２
回　

石
川
桂
郎
を
め
ぐ
っ
て

「
町
田
能
ヶ
谷
の
俳
人
・
石
川
桂
郎
」〉

町
田
市
民
文
学
館

○
日
時　

２
０
０
７
年
１
月　

日
２７

（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

○
講
師　

俳
人
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
稲

垣
麦
男
氏

〈
第
３
回　

日
影
丈
吉
を
め
ぐ
っ
て

「
極
上
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト－

日
影
丈
吉
★
人
と
作
品
」〉

○
日
時　

２
０
０
７
年
２
月　

日
１８

（
日
）
午
後
２
時
〜
３
時

○
講
師　

作
家
・
歌
人
・
須
永
朝
彦
氏

◇

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
２
階
大
会

議
室

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
町

田
市
民
文
学
館
（
11
７
３
９
・
３
４
２

０
）
へ
。

【
大
学
図
書
館
を
使
っ
て
み
よ
う
！
】

　

町
田
市
立
図
書
館
と
和
光
大
学
と
の

協
力
貸
し
出
し
の
開
始
を
記
念
し
、
大

学
図
書
館
の
使
い
方
や
蔵
書
検
索
の
講

習
、
館
内
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。
和

光
大
学
と
の
共
催
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
、
ま
た
は
相
模
原
市
在
住
で
高
校
生

以
上
の
方

お
と
な
の
た
め
の

図
書
館
活
用
法

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１２

１６

〜
４
時

○
会
場　

和
光
大
学
附
属
梅
根
記
念
図

書
館

○
講
師　

同
図
書
館
司
書

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
立
中
央
図
書

館
（
11
７
２
８
・
８
２
２
０
）
へ
。

※
１
回
の
申
し
込
み
で
２
人
ま
で
可
。

第　

回
公
民
館

３２サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ　

華
麗
な

る
共
演
〜
ア
レ
ク
セ
イ
・
ト
カ
レ
フ
、

佐
藤
勝
重
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
】

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
６
時

１２

１６

　

分
か
ら
（
午
後
６
時
開
場
）

３０○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

○
出
演
者　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
＝
ア
レ
ク

セ
イ
・
ト
カ
レ
フ
、
ピ
ア
ノ
＝
佐
藤
勝

重○
定
員　

１
５
４
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
人
数

（
２
人
分
ま
で
連
記
可
）
を
明
記
し
、

　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
、
ま
ち
だ

１１

３０

中
央
公
民
館
サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
係

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
６－
８

１９４

〈
演
奏
〉

ソ
リ
ス
ト
（
町
田
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
協
会
会
員
）

混
声
合
唱
団
C
A
N
O
R
A

指
揮
＝
鹿
又
透

ピ
ア
ノ
＝
松
井
香
織　

ほ
か

〈
予
定
曲
目
〉

ヘ
ン
デ
ル
「
メ
サ
イ
ア
」
よ
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
集
（
赤
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
、
オ
ー
・
ホ
ー
リ
ー
・
ナ
イ
ト　

ほ

か
）

※
出
演
者
・
曲
目
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
下
さ
い
。

　

月　

日
（
祝
）

１２

２３

午
後
６
時　

分
開
演

３０

（
入
場
無
料
、
全
席
自
由
、

申
し
込
み
制
）

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

○
定
員　

２
５
０
人
（
申
し
込

み
順
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら

入
場
で
き
ま
す
。

【　

月　

日
か
ら
町
田
市
コ
ー

１１

２４

ル
セ
ン
タ
ー
11
７
２
４
・
５
６

５
６（
午
前
７
時
〜
午
後　

時
）

１１

で
電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

た
だ
い
ま
人
気
絶
頂
！
吉
本
の
お
笑

い
芸
人
が
町
田
に
結
集
！

　

新
成
人
に
よ
る
ダ
ン
ス
＆
ボ
イ
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

〈
出
演
〉

大
木
こ
だ
ま
ひ
び
き
・
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ａ
・
ダ
イ
ノ
ジ
・
ア
ジ
ア
ン
・
カ
ラ

テ
カ

２
０
０
７
年
１
月
８
日（
祝
）

午
後
５
時
開
演

１
５
０
０
円

新
成
人
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

※
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

祝
・
二
十
祭
ま
ち
だ

祝
・
二
十
祭
ま
ち
だ

吉吉
本本
爆
笑
爆
笑
シシ
アア
タタ
ーー

まま
ちち
だだ

iinn

　

ボボ
イイ
スス
・・
ダダ
ンン
スス

withwith

パパ
フフ
ォォ
ーー
ママ
ンン
スス

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①
定員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③１２月の休館日は４日、１８日です。

□問 町田市民ホール11７２８・４３００
問い合わせ
（11）主　　催入場料催　　し　　物時　間期日

７２５・
５４１０実践倫理宏正会無　料実践倫理　家庭教育講演会１０：００～

１１：３０２日
（土） ７３６・

３０３２コール・ウィステリア１，０００円コール・ウィステリア
第１５回定期演奏会

１８：００～
２０：００

７２７・
８３２０

マリ・モダンバレエ
スタジオ無　料マリ・モダンバレエスタジオ

発表会
１５：３０～
１８：００

３日
（日）

７２８・
４３００町田市民ホール４，０００円宗 次郎　クラシカルアンサンブル

～オカリナ・エチュード～
１８：３０～
２０：３０

５日
（火）

７２６・
９３２５町田演劇鑑賞会会　員「母さん」山彦の会１８：３０～

２０：３０
７日
（木）

７９６・
５８６３

中山朋子
コンサート事務局３，０００円中山朋子コンサート

MACHIDA VI
１８：３０～
２０：３０

８日
（金）

０９０・ 
１７９６・
０８６３ 

藤也会無　料禧川藤也十周年
日本舞踊新日本舞踊藤也会発表会

１１：００～
１８：００

９日
（土）

０７０・ 
６６４２・
６７３０ 

東京町田
町躍鼓無　料第５回

町躍鼓ファミリーコンサート
１４：００～
１７：００

１０日
（日）

７２８・
４３００町田市民ホール４，０００円サンクトペテルブルグ室内合奏団

クリスマス／アヴェ・マリア
１８：３０～
２０：３０

１４日
（木）

０８０・ 
１０５７・
７４７９ 

明るい町田を
つくる会売り切れ五日市剛氏　講演会

「ツキを呼ぶ魔法の言葉」
１３：００～
１６：００

１５日
（金）

町田市民ホール　１２月前半の催し物

き
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１１

２４

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
7
2
8
・
4
3
0
0
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で
す
。

－

１
、
11
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

※
未
就
学
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
附
室
か
ら
の
親
子
鑑
賞
を
ご
希
望
の

方
（
３
組
ま
で
）
は
そ
の
旨
ハ
ガ
キ
に

明
記
し
て
下
さ
い
。

国
際
版
画
美
術
館
・（
財
）町
田
市

文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

クク
リリ
スス
ママ
スス

ココ
ンン
ササ
ーー
トト　

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
４
２
５
ｇ
ビ

ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す

（
今
回
は　

本
販
売
の
予
定
）。

５０

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１１

２５

１０

〜
午
後
２
時

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

【
ク
リ
ス
マ
ス
☆
ツ
リ
ー
を
つ
く
ろ

う
！
】

　

木
製
の
組
立
式
ツ
リ
ー
で
す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月
２
日
（
土
）
午
前　

時

１２

１０

　

分
〜
正
午

３０○
会
場　

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前　

時
か

１１

２２

１０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど

も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
企
画

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後
３
時

１１

２７

　

分
〜
４
時

３０○
内
容　

お
ば
捨
て
山
の
月

□問
 

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ

児
童
館
11
７
１
０
・
１
４
７
５

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館こ

ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー

ダイノジFUJIWARA大木こだまひびき

アジアン カラテカ



２００６．　．　 （　）１１ ２１ ９市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

後
日
、
同
館
企
画
市
民
展
示
室
で
撮

影
会
作
品
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前　

時

１１

２３

１０

〜
正
午
（
小
雨
実
施
）

○
集
合
場
所　

同
館
横
・
円
形
広
場

○
協
力　

町
田
市
美
術
協
会

※
２
０
０
７
年
６
月
分
市
民
展
示
室
利

用
の
受
付
は
、　

月
６
日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
で
す
。

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太

郎
美
術
館
」
11
７
３
６
・
８
２
８
１

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太
郎

美
術
館
」

秋
の
薬
師
池
公
園

撮

影

会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

０
〜　

歳
の
子
ど
も
（
未
就

１８

学
児
は
、
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１１

２５

〜
３
時
（
雨
天
中
止
）

○
会
場　

小
山
白
山
公
園
（
京
王
線
多

摩
境
駅
近
く
）

○
内
容　

大
縄
、
魚
釣
り
、
ジ
ャ
ン
ボ

し
ゃ
ぼ
ん
玉
、
工
作
、
綱
引
き
等

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７
８
８

・
４
１
８
１
、
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

11
７
３
９
・
６
７
９
１

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
・
南
大
谷
子

ど
も
ク
ラ
ブ

の
び
っ
こ
あ
そ
び
隊

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

野
遊
び
達
人
に
な
ろ
う
①

【
七
草
の
寄
せ
植
え
と
正
月
飾
り
】

　

野
遊
び
の
達
人
か
ら
様
々
な
遊
び
を

習
い
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　
　

月
９
日
（
土
）
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
３
時

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東

京
会

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も

（
高
校
生
ま
で
）
３
０
０
円

【
①
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

○
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１１

２６

〜
４
時

○
内
容　

ほ
ね
な
し
カ
イ
ト
作
り
（
ス

ー
パ
ー
の
買
い
物
袋
で
た
こ
を
作
り
ま

す
）

○
持
ち
物　

た
こ
を
あ
げ
る
方
は
た
こ

糸
を
お
持
ち
下
さ
い
。

【
②
ミ
ニ
門
松
作
り
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
親
（
小

学
４
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
参
加

も
で
き
ま
す
）

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１２

１７

〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

４
０
０
円

【
③
た
こ
作
り
】

○
対
象　

小
・
中
学
生

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１２

１７

１０

〜
正
午

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

①
は
直
接
会
場
へ
お
い

で
下
さ
い
。
②
は　

月　

日
午
前　

時

１１

２２

１０

か
ら
、
③
は
午
後
１
時
か
ら
電
話
で

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
や
、

ご
相
談
を
お
受
け
す
る
日
曜
支
払
い
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
当
日
は
各
種

届
け
出
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１２

１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

国
保
年
金
課
（
市
役
所
４

階
）

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
５

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

 

日
曜
支
払
い
相
談
窓
口
を

日
曜
支
払
い
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

開
設
し
ま
す

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜　

歳
で
２
日
間
参
加
で
き
る
方

１８

○
期
日　
　

月
２
日
（
土
）
、　

日

１２

１６

（
土
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前　

時

１１

２２

１０

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０
２
３

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

陶
芸
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

６
）
へ
（
申
し
込
み
は
、
本
人
ま
た
は

保
護
者
に
限
り
ま
す
）
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

学

習

会

【
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
ハ
ー
ブ
の
活
用

法
〜
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
手
作
り

で
〜
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月
８
日
（
金
）
午
後
１
時

１２

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
ダ
ン
ス

愛
好
者

○
日
時　
　

月
３
日
（
日
）
午
後
０
時

１２

　

分
〜
５
時

３０○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

町
田
市
民
体
育
祭
の
市
長
杯

・
入
賞
者
に
よ
る
ト
ラ
イ
ア
ル
ほ
か

（
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。
リ
ボ

ン
の
騎
士
多
数
）

○
費
用　

１
人
８
０
０
円
（
当
日
徴

収
）
、
前
売
券
５
０
０
円

※
前
売
券
は
ダ
ン
ス
連
盟
（
11
７
２
３

・
１
２
６
２
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
男
子
は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
女
子
は

新
品
の
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用
し
て
下

さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ダ
ン
ス
の
集
い

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

高
校
生
以
上
の
方
及
び
連
盟
登
録
者

○
日
時　

２
０
０
７
年
１
月　

日
２１

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

各
部
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
個

人
戦

○
部
別　

１
部
＝
各
大
会
上
位
入
賞
者

及
び
希
望
者
／
２
部
＝
１
部
以
外
の
方

／
３
部
＝
夫
婦
の
方
／
壮
年
の
部
＝
男

女
と
も　

歳
以
上
の
方
（
大
会
当
日
の

４５

年
齢
）。

○
費
用　

１
人
１
２
０
０
円
（
連
盟
登

録
者
８
０
０
円
）

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
を
参
照
の
う
え
、　

月　

日
ま
で

１２

１２

に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人

１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
市
外

在
住
の
方
は
学
校
名
と
そ
の
所
在
地
を

明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い

て
、　

月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

１１

２８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

【
小
・
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
３
年
生

○
期
間　

２
０
０
７
年
１
月
６
日
〜
３

月　

日
の
毎
週
土
曜
日
（
１
月　

日
、

２４

２０

　

日
を
除
く
、
全　

回
）

２７

１０

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　

小
学
生　

人
、
中
学
生　

人

７０

３０

（
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
）

○
費
用　

１
６
０
０
円

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

ス
ポ
ー
ツ
教
室

す
。

○
参
加
団
体　

幼
稚
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
か
ら
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
な
ど
多
数
参
加
、
招
待
チ
ー
ム
・
日

本
体
育
大
学
体
操
部

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
、
町
田
市
リ
ズ

ム
運
動
サ
ー
ク
ル
11
７
３
４
・
１
２
９

０

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
２
日
（
土
）
午
後
２

１２

時
〜
４
時　

分
（
午
後
１
時　

分
開

３０

３０

場
）

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

健
康
づ
く
り
体
操
か
ら
表
現

運
動
ま
で
、
１
年
の
成
果
を
発
表
し
ま

う
ご
い
て
楽
し
い　

み
て
楽
し
い

ま
ち
だ
体
操
祭　
!!

○
講
師　

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
田

辺
悦
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２４

○
費
用　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
９
時
か

１１

２１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
の

際
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
お
知
ら

せ【
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ン

ま
ち
だ
】

　

み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
ま
し

ょ
う
。
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／

日
時
＝　

月
９
日
午
前　

時　

分
〜
午

１２

１０

３０

後
３
時　

分
／
会
場
＝
町
田
市
教
育
セ

３０

ン
タ
ー
体
育
館
・
校
庭
（
旧
忠
生
四

小
）
／
内
容
＝
紙
飛
行
機
づ
く
り
、
昔

あ
そ
び
、
ほ
か
／
□問
 

同
協
議
会
11
７
２

２
・
４
８
９
８

【
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー 

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
級
講
座
「
よ
り

よ
い
音
訳
の
た
め
に
〜
デ
ジ
タ
ル
録
音

と
機
器
〜
こ
れ
か
ら
の
録
音
図
書
の
た

め
に
」
】

　

対
象
＝
現
在
音
訳
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
／
日
時
＝　

月　

日
午
後
２
時
〜

１２

１５

４
時
／
会
場
＝
同
セ
ン
タ
ー
／
講
師
＝

日
本
点
字
図
書
館
図
書
製
作
部
部
長
・

天
野
繁
隆
氏
／
定
員
＝　

人
／
費
用
＝

５０

５
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
（
11
７
２
５
・
４
４
６
５
）

へ
。

●
玉
川
さ
く
ら
保
育
園
産
休
代
替
保
育

士
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

／
勤
務
期
間
＝　

月
中
旬
〜
２
０
０
７

１２

年
３
月　

日
／
委
細
面
談
／
□問
 

同
園
11

３１

７
２
５
・
２
１
６
６

●
花
の
木
保
育
園
看
護
師
募
集

　

資
格
＝
看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

／
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
（
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時

１５

間
制
）
／
□問
 

同
園
11
７
３
４
・
６
１
１

３●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
木
曽
山
崎

「
家
族
介
護
者
教
室
」

　

介
護
を
し
て
い
る
家
族
や
近
隣
の
方

々
と
の
交
流
を
は
か
り
ま
す
。
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時
＝　

月　
１１

２７

日
午
後
２
時
〜
３
時　

分
／
会
場
＝
境

３０

川
会
館
ホ
ー
ル
／
□問
 

同
セ
ン
タ
ー
11
７

９
２
・
１
１
０
５

●
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
・
業
務

パ
ー
ト
職
員
募
集

　

資
格
＝
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和

２０

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
／
勤
務
日

３２時
＝
週
２
〜
４
日
、　

時
間
程
度
の
交

１８

替
勤
務
／
採
用
＝
２
０
０
７
年
４
月
１

日
以
降
／
内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
駐

車
場
の
管
理
及
び
整
備
等
／
人
員
＝　
１０

人
／
申
し
込
み
＝
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、　

月
５
日
ま
で
（
必
着
）

１２

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
公
社
（
〒　
１９４

－

０
０
４
５
、
南
成
瀬
５－

　

、
11
７

１２

２
４
・
１
７
６
８
）
へ
。
書
類
選
考
の

う
え
、
面
接
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
児
童
養
護
施
設
・
精
舎
児
童
学
園
調

理
員
募
集
（
病
気
代
替
）

　

勤
務
日
時
＝
週
５
日
（
土
・
日
曜
日

勤
務
あ
り
）
①
午
前
５
時　

分
〜
９
時

４５

　

分
②
午
後
２
時
〜
６
時
／
申
し
込
み

４５＝
履
歴
書
を
お
持
ち
に
な
り
同
学
園

（
11
７
２
２
・
５
２
２
５
）
へ
。

●
国
民
生
活
金
融
公
庫
・
国
の
教
育
ロ

ー
ン
の
ご
案
内

　

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
し
て
い
る
方
の
保
護
者
４
０

０
万
人
以
上
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
金
利
は
固
定
で
、
手
続

き
も
簡
単
で
す
／
融
資
額
＝
学
生
１
人

あ
た
り
２
０
０
万
円
以
内
／
利
率
＝
年

２
・　

％
（
９
月　

日
現
在
）
／
返
済

４５

１３

期
間
＝　

年
以
内
（
母
子
家
庭
・
交
通

１０

遺
児
家
庭
の
方
は
１
年
延
長
可
）
／
使

い
み
ち
＝
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
／

返
済
方
法
＝
毎
月
元
利
均
等
払
／
保
証

＝
（
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
連
帯
保
証
人
１
人
以
上
／
□問
 

「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11

０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
、
11　

・
０３

５
３
２
１
・
８
６
５
６

●
た
か
ね
第
二
保
育
園
パ
ー
ト
募
集

　

資
格
＝　

〜　

歳
ま
で
で
、
保
育
士

２０

５０

資
格
を
お
持
ち
の
方
歓
迎
／
勤
務
時
間

＝
月
〜
金
曜
日
…
①
午
前
７
時　

分
〜

３０

９
時
②
午
後
４
時
〜
７
時
、
土
曜
日
…

③
午
前
７
時　

分
〜
９
時
④
午
後
１
時

３０

〜
７
時
／
□問
 

同
園
11
７
９
３
・
６
７
３

６●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら

せ【
パ
ソ
コ
ン
Ｓ
Ｐ
講
座
・
ワ
ー
ド
①
初

級
②
中
級
③
初
級
】

　

日
時
＝
①　

月
５
日
〜
９
日
②　

月

１２

１２

　

日
〜　

日
③
２
０
０
７
年
１
月　

日

１２

１６

２３

〜　

日
／
時
間
＝
午
後
６
時
〜
９
時
／

２７
定
員
＝　

人
／
費
用
＝
１
０
０
０
円

２０

【
④
Ｓ
Ｐ
事
業　

刃
物
研
ぎ
技
能
講

習
】

　

日
時
＝
２
０
０
７
年
１
月　

日
〜
３

１５

月
６
日
午
後
１
時
〜
４
時
（　

日
間
）

３６

／
会
場
＝
本
町
田
／
定
員
＝
若
干
名

◇

　

対
象
＝
市
内
在
住
で　

歳
〜　

歳
ま

５５

６５

で
の
就
労
意
欲
の
あ
る
方
で
①
③
は
パ

ソ
コ
ン
基
礎
修
了
者
、
②
は
ワ
ー
ド
初

級
修
了
者
、
ま
た
は
①
〜
③
と
も
同
等

の
技
能
の
あ
る
方
／
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
（
１
枚
１
講
座
）
に
講
習
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
生
年
月
日
）
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ

て
先
を
書
い
て
、
①
は　

月　

日
、
②

１１

２８

は　

月
４
日
③
は
２
０
０
７
年
１
月　

１２

１２

日
、
④
は　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１２

１５

同
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｐ
講
習
係
（
〒　

－

０

１９４

０
２
２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ
く
わ

１５

く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７
２
３
・
２
１

４
７
）
へ
。

●
ゆ
め
工
房
ま
つ
り

　

日
時
＝　

月
２
日
、
３
日
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
３
時
／
会
場
＝
喫
茶
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
（
相
原
町
）
／
内
容
＝
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ス
マ
ス
製
品
の
展
示
・
販
売
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
／
□問
 

町
田
ゆ
め
工
房

11
７
８
２
・
１
４
９
１

ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５
７
３
６
）

へ
。

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
９
時

１１

２１

か
ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。
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●
玉
川
大
学
赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ
会
員
募
集

　

子
守
歌
研
究
の
た
め
の
調
査
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
６
、
７
、
９
、　

か
１０

月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

都
合
の
よ
い
日
時
に
大
学
を
訪
問
し
、

ビ
デ
オ
を
通
し
て
流
れ
て
く
る
音
楽
を

赤
ち
ゃ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
く
簡
単
な

調
査
で
す
。
交
通
費
支
給
／
□問
 

同
大
学

11
７
３
９
・
８
４
９
４

●
東
京
家
政
学
院
大
学
特
別
公
開
講
座

【
私
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
生
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
対
象

＝
同
大
学
の
近
隣
に
住
ん
で
い
る
方
／

日
時
＝　

月
７
日
午
後
１
時
〜
２
時　

１２

３０

分
／
会
場
＝
同
大
学
講
堂
／
講
師
＝
元

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
・
吉
原
知

子
氏
／
□問
 

同
大
学
11
７
８
２
・
９
８
１

１ ／
□問
 

手
話
サ
ー
ク
ル
ま
ち
だ
11
6
７
８

２
・
９
０
７
０

●
高
ヶ
坂
ふ
た
ば
保
育
園
職
員
募
集

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
、
病
後
児

の
介
護
を
行
い
ま
す
／
職
種
＝
看
護
師

（
正
規
職
員
及
び
産
休
・
育
休
代
替
職

員
）
／
資
格
＝
看
護
師
資
格
を
お
持
ち

の
方
／
□問
 

同
園
11
７
２
０
・
８
２
１
５

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
非
常
勤
職
員
募

集
　

職
種
＝
①
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
員

②
清
掃
員
／
資
格
＝
高
齢
者
福
祉
施
設

で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
で
、
②

は　

〜　

歳
く
ら
い
ま
で
の
経
験
者
／

５５

６０

勤
務
日
＝
週
３
〜
５
日
／
人
員
＝
若
干

名
／
即
日
勤
務
可
／
□問
 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー

成
瀬
11
７
２
０
・
２
２
０
２

●
お
ひ
さ
ま
保
育
園
も
ち
つ
き
大
会

　

日
時
＝　

月
２
日
午
前　

時
〜
午
後

１２

１１

１
時
（
雨
天
時
は
３
日
に
延
期
）
／ 

会
場
＝
野
津
田
袋
公
園
（
袋
橋
バ
ス
停

２
分
）
／
会
費
＝
大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
（
小
学
生
以
上
）
３
０
０
円
（
お

も
ち
、
と
ん
汁
等
含
む
）
／
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
は
し
、
お
わ
ん
、
お
皿
／

□問
 

同
園
11
７
３
６
・
６
６
４
８

●
南
多
摩
保
健
所
・
難
病
講
演
会

【
炎
症
性
腸
疾
患
に
つ
い
て
】

　

対
象
＝
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン

病
患
者
及
び
そ
の
家
族
、
ケ
ア
関
係
者

／
日
時
＝　

月
１
日
午
後
２
時
〜
４
時

１２

　

分
／
会
場
＝
同
保
健
所
（
多
摩
市
）

３０／
講
師
＝
社
会
保
険
中
央
総
合
病
院
医

師
・
高
添
正
和
氏
、
同
病
院
栄
養
士
・

斉
藤
恵
子
氏
／
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
保
健
所
（
11
０
４
２
・

３
７
１
・
７
６
６
１
、
6
０
４
２
・
３

７
５
・
６
６
９
７
）
へ
。

●
町
田
商
工
会
議
所
「
基
本
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
表
計
算
と
グ
ラ
フ
作
成
の
た
め
の

エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
」

　

対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

字
入
力
等
が
で
き
る
方
／
日
時
＝　

月
１２

４
日
、　

日
、　

日
、
午
後
６
時
〜
８

１１

１８

時　

分
／
定
員
＝　

人
／
費
用
＝
９
０

３０

１０

０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議

所
（
11
７
２
２
・
５
９
５
７
）
へ
。

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
・
作
品
展

　

日
時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜
午
後

１１

２３

１０

２
時
／
内
容
＝
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
午
前　

時
か

１１

ら
）
、
手
芸
コ
ー
ナ
ー
／
□問
 

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
榛
名
坂
11
７
３
７
・
７
１
３
１

●
鶴
の
苑
・
地
域
ケ
ア
勉
強
会

【
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
】

　

日
時
＝　

月
３
日
午
後
２
時
〜
３
時

１２

　

分
／
会
場
＝
鶴
の
苑
（
鶴
間
）
／
講

３０師
＝
町
田
南
ホ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師

・
佐
藤
康
弘
氏
／
定
員
＝　

人
／
申
し

４０

込
み
＝
電
話
で
鶴
の
苑
（
11
７
８
８
・

０
５
４
４
）
へ
。

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
町
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加
盟　

手
話
サ

ー
ク
ル
ま
ち
だ
「
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し

む
会
」

　

町
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
の
共
催

で
行
い
ま
す
／
日
時
＝　

月　

日
午
後

１２

１０

１
時
〜
４
時
／
会
場
＝
花
の
家
／
詳
細

は
チ
ラ
シ
（
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
下
さ
い

【
市
民
の
広
場
と
は
】

　

町
田
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
仲

間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
催
し
を
紹
介
す
る
「
お
い
で
下

さ
い
」
と
、
会
員
募
集
を
掲
載
す
る

「
仲
間
に
」
の
２
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
活
動
】

　

代
表
者
・
連
絡
先
が
市
内
在
住
者

で
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て

行
う
活
動
、
も
し
く
は
野
外
で
行
う
ハ

イ
キ
ン
グ
・
自
然
観
察
会
な
ど
。
講
師

が
自
ら
生
徒
を
募
集
し
て
行
う
活
動
、

営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、
政
治
・
宗

教
活
動
、
法
人
等
の
活
動
、
バ
ザ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
物
品
販
売
を

主
と
す
る
活
動
、
個
人
宅
・
宗
教
施
設

・
ホ
テ
ル
等
を
会
場
と
す
る
活
動
、
参

加
費
・
月
会
費
が
上
限
（
３
０
０
０
円

程
度
）
を
超
え
る
活
動
等
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
は
、
広
報
広
聴
課

広
報
係
（
市
役
所
４
階
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
一
度

説
明
を
受
け
た
う
え
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

こ
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
場
合
は
、
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
活
動
内
容
の
確
認
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
は
、
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

（
市
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

各
開
催
施
設
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

※
市
民
サ
ー
ク
ル
に
関
し
て
の
情
報
は

施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://

w
w
w
.y
o
y
a
k
u
.m
a
c
h
id
a
.

to
k
y
o
.jp

ま
た
は
各
施
設
の
利
用
端

末
等
）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

申込みはお電話で。託児有コスモスの会・加茂11７９７－７５９３１０００円忠生市民センター料理室１１月２３日○祝 午前１０時～午後２時�安全安心ヘルシーメニュー�自然食料理教室
古賀11０４２－７９７－６２２４１０００円町田市民ホール第４会議室１１月２３日○祝 午後１時３０分～４時志茂田景樹とアートなひと時を

リボン有お一人でもどうぞ赤堀11０４２－７２５－５３７８５００円町田市健康福祉会館○Ｐ 無し１１月２３日、１２月５日、２１日午後１時～かおり会ダンスパーティー
お問合せはお気軽に�１３団案内係・山本11７２９－４０６０無料玉川学園文化センターほか１１月２３日○祝 、２６日○日 ほか、随時受付ボーイスカウト体験見学会「対象年長～小４年」
要予約（午後６時以降）セルフの会11７３４－４９４０５００円町田市民フォーラム１１月２３日、１２月５日午後１時３０分～本物の健康講座Ⅰ（必要なのは栄養だけ？それとも・・・？）Ⅱ
年令問わずお待ちしてます増岡11０９０－１４６１－００４４無料南大谷さくら会館ホール１１月２４日、１２月２２日午後１時～４時地域交流お茶を飲みながらおしゃべりしませんか
１０名まで　要予約シュエリン．Ｋ11７２９－３６６６１５００円玉川学園文化センター１１月２４日○金 または２７日○月 たのしく英会話しよう　３才児～大人までレベル毎
鶴川の新しい発見を是非�鶴川自治研・柏木11７３４－８８３１１０００円鶴川市民センターホール１１月２５日○土 午後１時３０分～鶴川の地域格差と「山マユ」の映像的紹介
介護者アンケート報告あり井上116７２６－５３４２１０００円町田市民文学館１１月２５日午後１時３０分～３時３０分介護家族を地域で支える●アラジン代表牧野史子氏
耐震診断　監理　記念品宍倉11０８０－５０３５－２２６５予約無料町田市民文学館第２会議室１１月２５日午後１時３０分～４時３０分一級建築士による失敗しない家造りのための相談会
お気軽にご連絡下さい山下11０４２－７２５－３４８７無料成瀬が丘ふれあい会館１１月２５日○土 、１２月７日○木 午後１時～ひなげしグループ「大正琴」体験見学会
運動のできる服装で。石松11７９５－６２５０無料総合体育館武道場１１月２６日午前９時～１１時剣道一日体験教室　町田市つくし野剣道育成会
どなたでもどうぞ家庭倫理の会・比嘉11７２７－１７８１無料まちだ中央公民館（６階）１１月２６日○日 午前１０時～１１時３０分ゼミナール「妻のためいき、夫のひとりごと」
午後３時開場根岸11０４２－７８９－７００８無料木曽山崎センターホール１１月２６日○日 午後３時３０分開演町田鳴程ウィンドオーケストラ第１３回不定期演奏会
雨休み、やりたい事しようきつね・かまがみ116７３６－３３２８無料野津田公園東入口蹴球場脇１１月２６日、１２月１７日午前１０時半～自由にきつねはらっぱ冒険遊び�鋸や金槌で工作、野遊び
１２月１３・１８お正月アレンジフローラルサークル11７２６－３１９６３５００円町田市民フォーラム４階学習室１１月２７日、３０日午前１０時～１１時３０分�クリスマスリース作り・玄関に飾りましょう�
生花・ドライ・プリザなど長倉11７３７－７８０８（要申込）３２００円鶴川市民センター１１月２８日、１２月５日、１９日午前１０時～�フラワーアレンジ講習会「クリスマス・お正月」
生バンドで踊りましょう小林11７９２－２０６８５００円木曽山崎センター１１月２８日○火 、１２月２６日○火 午後１時～アンサンブルフレンズのダンスパーティー
お気軽におでかけ下さい。小川11７９１－４７６４３００円木曽山崎センターホール１１月２９日○水 午後１時３０分～４時♪ダンスパーティー（レッツダンスさくら）
小さなお子様連れの方ＯＫフラワーパレット11７３７－４５６３３０００円町田市民フォーラム１１月２９日○水 、１２月５日○火 午前１０時～プリザーブドローズＸ’マスハートリース、プチツリー
�気軽に直接会場へ�アンサンブル・リス・山中11７３５－５８３５無料玉川学園文化センター（駅前）１１月３０日○木 午前９時３０分～正午�女声合唱公開練習（踊り明かそう・忘れな草他）
指導・大志万明子先生日下久江（響）11０４４－９８７－２１６０無料町田市民フォーラムホール１２月１日○金 午後２時開演「ほのぼのみんなで歌うコンサート」
子ども同伴ＯＫ�お気軽に�くどう11０７０－６６５２－２５１４（要連絡）無料成瀬が丘ふれあい会館１２月１日、８日、１５日午前１０時～ゴスペル�かっこよく歌おう�楽譜読めなくても�
双眼鏡・防寒具・図鑑持参荘司11７９２－４１８４１００円９時ヨドバシカメラ前集合１２月２日午前９時～正午　鵜野森で解散境川沿い探鳥会（境川の斜面緑地を守る会・主催）
バルサ胴機組立＆飛ばし方大場116０４２－７２８－４５８１大人のみ１００円芹ヶ谷公園噴水奥広場１２月２日○土 午前９時３０分～１１時・雨天中止▲飛行機を作って樂しく飛ばそう会
要電話申込み下野11７９２－７９９０無料まちだ中央公民館７階音楽室１２月２日○土 午前１０時～正午Ｘ’マス・ソングを歌おうアンサンブルエオリア
葬儀ジャーナリスト講演有葬儀を考える会・坂上11７２８－５７２６１０００円わくわくプラザホール１２月２日○土 午後１時３０分～葬儀の歴史を変え近未来のオリジナル葬儀を考える
定員５０名電話で予約生涯現役まちだ会11７３２－０８６１９００円玉川学園文化センター１２月２日午後１時３０分～４時体験学習「折り紙をたのしむ」小林一夫
初心者大歓迎ハン11０５０－３４２６－４７０５無料まちだ中央公民館１２月２日、９日、１６日午前１０時３０分中国語入門無料体験

小野11７３４－８９３１（申込不要）１００円小田急町田駅東口交番広場１２月３日○日 午前８時集合、午前終了�町田野鳥の会「芹ヶ谷公園深鳥会」
メリークリスマス・ライブ楽器で遊ぼう会・若林11７３４－５４５７無料鶴川市民センター大ホール１２月３日午後０時３０分～タンゴ、シャンソン、ポップス、＆一緒に唄おう
参加自由ダンス自主練習会花垣11７９１－０８３７３００円小山市民センター１２月３日、１７日、２４日午後１時～町田ダンシング社交ダンス自主練習会
初心者ＯＫ大西11０４２－７３４－４５９５２０００円さくらんぼホール１２月５日午前９時３０分～正午トールペイントでＸ’ｍａｓリース
初心者高齢者歓迎見学無料平本フサエ11７２３－４３６４１０００円本町田　今井会館１２月５日、１２日、１９日午後１時３０分～レクダンスや民謡踊りで楽しく体を動かしましょう
第１２３木曜日に教室あり酒井11０４２－７９５－２５０４無料町田市民フォーラム１２月７日午後１時３０分～、午後７時～�話し方勉強会の「スピーチ教室」を公開します。
入会が必要です（１０００円）町田演劇鑑賞会・小泉11７２６－９３２５２２００円町田市民ホール１２月７日午後６時３０分「母さん」サトウハチロウ　山彦の会
栄養士と薬膳料理に挑戦�藤田11０４２－７２４－９７２９２０００円町田市民フォーラム１２月８日○金 午前９時５０分～正午頃�いきいき薬膳クラブ「今年は薬膳おせちに挑戦」
初心者大歓迎桐山11７２３－６２４６無料サン町田旭体育館多目的室１２月８日○金 午後１時～３時講習会太極拳で健康と若さを保とう�四ッ葉クラブ
野草の種差し上げます鶴川自然友の会・中野11７３５－５７６３３００円町田市民フォーラム４階１２月８日○金 午後２時３０分～４時３０分�講演会「おもしろ植物観察入門」スライド使用
生唄・生和太鼓演奏有りオオドリー・赤瀬11７９１－８０５４無料町田市民フォーラム３階ホール１２月８日○金 正午～午後４時レク・ダンス＆日本民踊Ｘマス合同発表会
初心者歓迎有吉11７３９－９５５１無料町田市民フォーラム４階１２月９日午後１時～３時草笛指導と演奏会
子どもも大人も楽しめます桑原11７３４－７７６７無料鶴川市民センター和室（大）１２月９日○土 午前１０時３０分～１１時１０分第３６回柿の木文庫おはなし会昔話パネルシアター
直接会場へお越し下さいまちだ語り手の会事務局・市川11７９５－３０２２５００円町田市民フォーラム３階和室１２月９日○土 午後１時３０分～３時３０分作家＆語り手・宮川ひろさんの語りのひととき
湿生植物の保全と管理作業わんどの会・小林11７９７－９２６６無料鶴見川関山橋わんど広場１２月９日、１月１３日午前１０時～関山橋わんどのお世話
お気軽にご参加下さい石橋貴子11７２５－１１７５２０００円町田市民ホール第４会議室１２月１０日○日 午後６時～８時３０分山川紘矢・亜希子のオープンセミナー
幼稚園～小学生の方対象水谷11７９５－２５４２無料まちだ中央公民館ホール１２月１０日午前１０時～正午子供の居場所「クリスマスの飾り作りとゲーム」
第２冊目の財政分析本発刊まちだ財政研・酒井11７３５－３６９４１０００円中央図書館ホール１２月１０日○日 午前１０時３０分～イラストで学ぶ町田市の財政。お金まわりのＡＢＣ
直接会場へおいでくださいふるかわ11０８０－３１５０－３２７２１０００円中央図書館ホール１２月１０日○日 午後１時３０分～夕方�まちだ市民自治学校�まち育てをしませんか？
参加自由、雨天中止伊藤11７９７－７８９３無料小山田神社集合１２月１０日、１月１４日午前８時３０分～市の鳥カワセミの観察会
ギター、アコも歓迎大八木正江11０４２－７２５－３６８５無料まちだ中央公民館ホール１２月１２日午後１時ハーモニカ合奏「フレンズ」の練習会場
生きもの調査・草刈等実施恩田川の会・深見11７２３－１２０２無料恩田川高瀬橋親水広場１２月１７日、１月２１日午後２時～恩田川水辺談話室
材料費若干五十嵐116０４２－７７９－６５２１２０００円まちだ中央公民館１２月１８日○月 午前９時３０分～午後０時３０分家庭で出来る薬膳料理を作ります　講師永田楓美子
手話・要約筆記付、ＴＣでスィート倶楽部・今井6７２７－３７７６約７００円町田市民フォーラム調理室１２月２１日○木 午後１時～４時頃聴障者対象お菓子教室�クリスマスケーキに挑戦♪
仲間作り交流会一人参加可松村11０９０－８３０３－３２００５００円健康福祉会館４階１２月２３日○祝 、１２月２６日○火 、午後１時～社交ダンスフリーパーティー「仲間作りの会」舞
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同じ障がいを持つ方安野6７３４－５２１０（ＦＡＸのみ）入会無料・月１００円まちだ中央公民会ほか毎月第１・３○火 午前１０時～正午町田中途失聴・難聴者友の会

女性の為の語りあいの場�橋11０９０－６１８３－９８３５無料町田ボランティアサロン第２○木 午後１時～４時語り場

昭和の歴史を語り会います塚本義雄11０４２－７２８－７５４６入会１０００円・月無料まちだ中央公民館毎月第１○火 午後６時～語り継ごう私たちの昭和

体験５００円お電話下さい♪♪スズキ11０４２－７７３－７０５１入会無料・月３０００円小山市民センター音楽室○火 １才午前１０時２０分、２才以上午前９時２０分♪みんなで元気にリトミックしよう♪

体験有　５００円小山11７９９－００６３入会２３００円・月２０００円成瀬総合体育館ほか○金 午前１０時～正午親子ビクス　ＧＯーＧＯーＫＩＤＳ

�アットホームです。ぜひカホー11０８０－５６５１－５１１５入会無料・１回４００円成瀬センター、総合体育館○土 午後活動中�チビッコダンス�ジャズダンス初級

ごくごく初めての方橋本11７３５－４４２５入会無料・月３０００円まちだ中央公民館ほか毎週○水 午後２時～４時コスモスの会　英会話

月３回・米人講師有白津11７２５－０２１１入会３０００円・月３０００円高ヶ坂ふれあいセンターほか○金 午前１１時４５分～、○水 午後２時３０分～全然話せない人の海外旅行英会話

楽しくマイペースで�草地11７２９－８９３４入会１０００円・月３０００円まちだ中央公民館毎週○木 午前１０時～１１時エストレリータ（スペイン語クラス）

シェイクスピアを楽しむ会にいろ11０４２－７９６－２１５４入会１０００円・月３０００円玉川学園文化センターほか第２・４○月 午後２時～４時、午後６時～「お気に召すまま」原書会読２月より

見学可大下11７９７－５９９９入会無料・月５００円まちだ中央公民館第３○火 午前９時３０分～たかんな句会

初心者歓迎�見学可久重11０４２－７３４－８８４５入会無料・月１０００円能ヶ谷いこい会館毎月第３○土 午後１時～春耕俳句会鶴川教室

３１文字での表現の楽しみ藤貞夫11７２５－２７１９入会無料・月１２００円なるせ駅前市民センターほか毎月第４○金 午後２時～４時３０分短歌サークル・えるむ

初心者の方もお気軽に�清水11７９７－５３５７入会無料・月１２００円木曽山崎センター第４○土 午前９時～正午花こぶし句会

初心者の方もどうぞ亀井11０４２－７２８－１２３８入会無料・月５００円なるせ駅前市民センター毎月第１○土 午後１時～４時短歌きずなの会　創作と添削

初心者高齢者の方もどうぞ佐藤11７２３－２５６５入会無料・月５００円まちだ中央公民館毎月第１○火 午後１時～４時彩の会短歌の勉強年１回作品集を発行

先生を囲み楽しく勉強中井11７２２－５１４８入会無料・月１５００円まちだ中央公民館第３○土 午後１時３０分～４時３０分文遊会・自分史エッセー楽しく文章を

小学生以上ならどなたでも児玉文子11０４２－７９９－０８６８入会無料・月３００円まちだ中央公民館和室第２○土 午前９時３０分～午後０時３０分まちだかささぎ会　百人一首かるた

腹声出してストレス解消�渡辺11７３２－７０４３入会無料・月３０００円玉川学園文化センター月４回毎週○金 午後１時～３時詩と吟を楽しむ「詩吟研究会」です�

年賀状・細字・写経等安田11７９７－７３４９入会１０００円・月２０００円忠生市民センター第２・第４○水 ○金 午前９時～実用書道サークル会（書道全般）

無料体験有・希望内容相談斉藤11０７０－６６４０－３８０５入会無料・月３０００円まちだ中央公民館月２回○木 午前１０時～正午実務書道クラブ（日常の書や年賀状）

初心者歓迎、見学可渡邊11０４２－７９３－６４６０入会無料・月３０００円木曽山崎センター第１・２・３○金 午後７時～９時書道柳友会、漢字、かな、実用文など

見学可中村11０４２－７２７－２６３９入会無料・月３０００円玉川学園文化センター第２・４○水 午前９時～着付のけい古

申込を望む（手結中心）斎藤11０４４－９８８－６３０５入会５００円・月２０００円三輪センター月２回第１・３○月 または○火 午前または午後着付を学び装いを楽しむ和装愛好会

見学可堅木11０４２－７９３－６９６６入会１０００円・月３５００円玉川学園文化センター第１・３○水 午前９時～お茶のけい古

１２月５日（お正月料理）中村11０４２－７２８－４９２５入会無料・月３０００円程度まちだ中央公民館調理室月２回○火 または○木 午前１０時～午後２時新年のおもてなし料理（講習）

会場費、雑費５００円川口11７９３－６４０６入会２０００円・月３０００円木曽山崎センター１階和室毎月２回○月 または○金 不定期午後１時～３時ひろきの会　日本舞踊サークル

次回１２月４日　見学歓迎村上11７３４－６８２３入会５００円・月１２００円成瀬センターホール月２回○月 午後１時３０分～３時３０分さわやかフォークダンス

基礎から優美公認ＪＢＤＦ佐藤11７９２－９４６０入会１０００円・月１５００円木曽森野センター月３回○金 午後１時３０分～３時３０分社交ダンスサークル「ＣＢＭ」

中級程度　見学者歓迎岩田11０９０－８４３６－３３１４入会２０００円・月３０００円鶴川市民センター毎週○金 午後７時３０分～９時３０分睦月会　社交ダンス

川瀬116７２８－０２０５入会１０００円・月２０００円木曽森野センターほか○日 午前９時～正午サークル・ユーカリ（社交ダンス）

多少踊れる人　見学歓迎マトウ11０９０－８８９４－７４８５入会２５００円・月２５００円成瀬センターほか毎週○木 午後７時～９時ダンスサークル　ハッピネス

体験可　申込みはお電話で渡辺11７９７－２２８３（午後６時以降）入会１０００円・月２４００円小山市民センターホール○木 午前１０時～正午（月４回）レインボー�エアロビクスで気分爽快

モダン、ラテン、中級程度山本11７９７－１５７８入会１０００円・月３０００円木曽山崎センターほか毎週○金 午後１時３０分～３時３０分スポーツダンスサークル

いつも元気に。見学自由なでしこ鶴川・田中11７３４－１０３９入会無料・月２０００円能ヶ谷いこい会館２階洋室毎週○水 午前１０時～１１時４５分自彊術　健康体操で気力充実�

見学に　おいで　下さい守屋�子11７９１－１７８１入会５００円・月２５００円忠生市民センター毎週○金 午後１時３０分～３時ハーモニー忠生　リズム体操

中高年対象・初心者歓迎小林11７２２－９０６１入会１０００円・月２０００円木曽山崎センター毎週○水 午前１０時～１１時３０分リズム体操「サルビア」

一日無料体験いかがですかミネザキ11７９３－２６７４入会１０００円・月３０００円木曽山崎センター毎週○火 午前１０時～１１時３０分健康体操ハピネス・ツボ体操、気功

健康太極拳初心者歓迎古市11７２８－９２７５入会無料・月１０００円玉川学園第五小学校体育館毎週○火 午後４時～５時学園太極拳愛好会

無料見学可・初心者歓迎町田南太極拳・渡辺11０４４－９８７－７８８０入会１０００円・月３０００円総合体育館第一武道場ほか毎週○火 午前９時～１０時３０分�『健康太極拳』・町田南太極拳

初心者歓迎・見学にどうぞ高屋11０４２－７３４－０８０８入会１０００円・月１５００円成瀬総合体育館ほか毎週○木 午前１０時～１１時３０分町田太極拳愛好会　楊名時健康太極拳

日本健康太極拳協会所属石井謙11７９２－５１７６　初心者限入会無料・月２０００円まちだ中央公民館日曜午後６時～７時４５分深い呼吸、ゆったり動く楊名時太極拳

見学体験無料　初心者歓迎栗山碩夫11０４２－７２３－７５８５入会無料・月３０００円玉川学園文化センター毎週○金 午前１０時～１１時４５分智能気功で健康と長寿を�

見学歓迎�年齢体力不問町田気功会11０４２－７２３－１１８９入会無料・月３０００円高ヶ坂団地Ｂ－５集会所毎週○日 午後２時～３時高ヶ坂日曜気功会　美容と健康に�

中高年健康に初心者歓迎野中11０４２－７９３－１２４８入会２０００円・月２５００円サン町田旭体育館ほか月４回○土 正午～午後２時太極拳　大河

初心者歓迎・見学自由黒崎11７２４－０５４１入会３０００円・月１５００円山崎中学校体育館毎週○水 午後６時～、○日 午前８時～山崎剣友会（剣道）

小学生～　見学可蔵田11０４２－７２８－４１３６入会３０００円・月２０００円成瀬台小学校、総合体育館毎週○日 午前８時～正午、○土 午後５時～７時成瀬台剣道クラブ

体験入学ができます。庄司 11０４２－７９３－５５６４入会３０００円・月３０００円成瀬センター多目的室毎週○金 午後８時～１０時志道会空手

初心者・実年者歓迎小暮 11０４２－７２６－６６２４入会３０００円・月３０００円木曽山崎センター毎週○日 午後２時～５時親子で楽しく学べる空手教室

明るく楽しいチームです�長田 11７９１－３６８４入会無料・月１０００円忠生一小・忠生ＳＰ広場日曜日・午前１０時～正午（不定期）女子ソフトボールチームひまわり

初心者歓迎、見学可男女甲田 11７２０－０１１８入会無料・月１０００円南第四小学校体育館毎週○土 と○日 小学生バレーボールスコーピオンズ

初心者の方もどうぞ�北見11０９０－８８７０－４９４６入会無料・月１０００円忠生スポーツ広場ほか毎週○火 ○金 午前１１時～午後１時・月２回程○日 有女子ソフトボール　ロッキー

６０才以上で泳いでみたい方岡田116０４２－７２４－８４７５入会１０００円・月１０００円すみれ会館内プール月２回○火 午後１時３０分から１時間ことぶき水泳会水中での適度な運動

年長～小１　体験参加無料今井116７９７－１０３６入会３５００円・月３０００円木曽山崎センターほか月２～３回、○土 ○日 ○祝 （主に○日 ）ボーイスカウト町田１５団ビーバー隊

団塊世代のご参加を大歓迎貝沼11０４２－７２５－７４０５入会１０００円・月１３３０円まちだ中央公民館ほか毎月第２・４○金 午後１時３０分～４時民謡芳寿会：有力講師で沢山の民謡

和を大切にしています高村11０４２－７３５－０９７１入会無料・月３０００円木曽森野センターほか第１・２・３○日 午前混声合唱団「朱とき鷺」

見学可（お電話を）大坪11７９９－１８５０入会１０００円・月３５００円木曽森野センターほか毎週○火 午後２時～４時３０分♪女声コーラス（レルヘン・コール）

１月２７日第４６回発表会事務局・鈴木めぐみ11７９７－２４９４入会１０００円・月３０００円小山田桜台三和横集会所毎週○土 午後３時～５時混声合唱「コーロ　ピアチェーレ」

５５歳以上女性初心者どうぞクノリアヤコ116７２３－２３６５入会無料・月３０００円成瀬センターほか毎週○水 午前９時３０分～正午町田ことぶき合唱団・合唱を楽しむ

経験者（特に打楽器）歓迎シェーンフェルト11７２５－２４１５入会１０００円・月２０００円玉川学園こすもす会館第２・４○日 午前１０時３０分～午後１時３０分室内オケ　団員募集・練習見学大歓迎

一緒に描きませんか�石井11０４２－７３６－０９３３入会無料・月１０００円三輪センター毎週○木 午後１時～４時絵画同好会ぐるーぷＳＡＹ

水彩油絵初心者の方どうぞ小林11７３２－１６２９入会１０００円・月３３００円鶴川市民センター第１・３○水 午後１時３０分～５時みずえ会

絵の好きな方どうぞたから11７３４－７６５３入会３０００円・月１０００円国際版画美術館ほか月６回　○水 ○土 ○日 　午後１時３０分～���萌美会（油彩・水彩）

初心者の方大歓迎田中11０４２－７２５－５８５１入会２０００円・月２０００円せりがや会館○木 午後２時～５時絵画サークル水彩メグの会

初心者の方もどうぞ広島秀美11０４２－７９１－２５６２入会３０００円・月３０００円まちだ中央公民館第１・３○木 午前午後　第２・４○土 午前万墨会（墨彩画）

木下泰嘉先生の指導あり木村博夫11７２５－６８８７入会無料・月３５００円せりがや会館毎月２回第２・４○水 午前１０時～正午木版画の作成と木版カレンダー作り

一度ご見学下さい平野晴世11７２９－２１２６入会無料・１回２０００円玉川学園文化センターほか第１・３○土 午後１時から彩想会、楽しく日本画を学ぶ会です

初心者の方歓迎します鎌形11７２３－０５３３入会無料・月３５００円なるせ駅前市民センター第２・４○火 午後１時～４時華の墨絵会（景色や花を墨で表現）

初心者歓迎安部11７９６－５４４３入会無料・月３０００円まちだ中央公民館第２・４○金 午後１時３０分～４時町田水墨会

見学参加無料・初心者歓迎町田映像クラブ・荻原11７９７－４０６７入会無料・月７００円まちだ中央公民館６階ほか毎月第３○土 午後６時～��楽しいビデオを創る仲間募集��

１２月７日おもちゃ作り教室鵜飼孝治116７８９－７２６１入会１５００円・月３００円まちだ中央公民館ほか毎月２～３回・午前１０時～午後７時��創作おもちゃ研究会（ＳＳＣ）

初心者の方も仲間に�山野11７９９－６５４０入会３０００円・月３０００円小川会館第１・３○火 午前１０時～正午パッチワーク「バリアブルスター」

初心者の方歓迎（体験可）近藤116７２４－７１６５（要連絡）入会５００円・月２５００円玉川学園さくらんぼホール第２・４○火 午前１０時～正午（月１～２回）キルトサークル「エンジェルハート」

洋裁のサークルです。清水11７３５－７７１９入会５００円・月３０００円まちだ中央公民館月２回○水 午前９時３０分～正午ドレスメーキング・すみれ

見学自由本郷11７３５－４８２７入会無料・月３５００円まちだ中央公民館第３○水 午後１時３０分～３時３０分�津軽こぎん『てこなの会』

事前に電話連絡下さい大住留美子11７２２－１３１０入会無料・月３０００円玉川学園文化センター月１回○月 午後１時からプリザーブドフラワーを楽しむ会

�Ｘマス体験参加歓迎�カワイ11０９０－６５０６－５９０７入会２０００円・月３５００円まちだ中央公民館ほか第２・４○金 午前１０時３０分～午後０時３０分フラワーアレンジメント・フラワーズ

対象小学３年～中学３年生喜納憲子11０４２－７７４－３６６５入会１５００円・月９９０円堺市民センター毎月第２○日 午前１０時～１１時４０分算数・数学同好会（楽しく勉強する会）



２００６．　．　（　） １１ ２１１２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１１／

２１
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２６日　東京
都退職校長会町田支部第３回会員作品展○問 
中溝11７３５・２１０５／～２６日　町田趣味
の切手展０６○問 大平11７９５・６２３８）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時　　：三輪沢谷戸かえで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）２２

水

☆市民ホールギャラリー（～２６日　紅蓉窯 
陶友と土と手びねりⅢ「灯」○問 青柳紅蓉

　11７９４・１２３３）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　川野耳鼻咽喉科
 （森野１－１１－９　11０４２・７２６・７６７３）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�鈴木医院○内  （小川１－１０－１１　11７９５・５８８４）
　�名越クリニック○内 
 （原町田４－７－１４　11７２９・６５５６）

　�平野クリニック○内  （成瀬３１２５－２　11７３２・１３２１）
　�富医院○内  （大蔵町１０９　11７３５・５６５５）
　�キッズクリニック智○小 
 （相原町１６５２－１　11７００・６３１５）

２３
木

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライ

フ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）２４

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）２５

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�小児科高橋医院○小  （成瀬４９１３－３　11７２９・５５０６）
　�内山胃腸科○内  （旭町１－１５－２３　11７２８・１３７１）
　�玉川胃腸科クリニック○内 
 （玉川学園７－５－６　11７２５・８２０７）

　�鶴川レディースクリニック○内 
 （能ヶ谷町２５２－１　11７３７・７２７１）

　�南東京ハートクリニック○内 
 （根岸町６４２　11７８９・８１００）

２６
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）２７
月

☆市民ホールギャラリー（地球にや・さ・し
・くフェスティバル　地球一日博物館○問 町
田市民ホール11７２８・４３００）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

２８
火

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
１時５０分：山王塚公園
２時　　：能ヶ谷にじの丘公園、武蔵岡住宅
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）２９

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

３０
木

☆市民ホールギャラリー（～１２月３日　暮し
の書展○問 暮しの書道教室11７４７・７７５３）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」から�
臨時休館のお知らせ�

１１月２７日（月）～１２月５日（火）まで�
作品展準備のため臨時休館します�
□町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 1736・8281問�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

飲酒運転は�

　絶対にやめましょう！�

�

飲酒運転は�

　絶対にやめましょう！�

�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�
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「明日見らいふ南大沢」見学会の開催�昼食付き�予 約 制�

開催日�11月24日（金）、12月1日（金）、12月8日（金）、12月15日（金） 他�

●見学会の昼食代は無料です。�

●予約制です。�
 （お電話にてご予約ください）�

今月の納期は11月30日です�

国民健康保険税�＜5期＞�


